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ニセコ町では、毎年５月と10月を「町内ぐるみの美化清掃月間」としています。少し早い４月25日、町内の団体や自治体からボラン

ティア70人が集まり、町内各地域に分かれゴミを拾いました。雪解けにより現れた大小のゴミは、軽トラック３台分にもなりました。

この時期、各町内会でもゴミ拾いや草刈りなどがおこなわれています。

３月定例会・５月臨時会
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一般会計43億１千万円
近藤小学校改修､子ども医療費の支給年齢拡充､火葬場改修、
引き続き道路や橋梁、上下水道設備の計画的な補修を行う

平成29年第１回定例会は、３月７日に開会し、３月16日に閉会しました。

町から提案があったのは監査委員の選任１件、契約締結１件、指定管理者の指定２件、条

例の新設１件、改正５件、補正予算２件、平成29年度各会計予算６件、広域事業の規約変更

の同意、専決処分した補正予算各１件の承認で、20案件すべてを承認、可決しました。議員

提案は、発議１件と意見書案１件で、発議は否決、意見書案は可決しました。

また、５月12日、第２回臨時会を開会し、会期を１日と定めて同日閉会しました。

町から提案があったのは、報告２件、条例の専決処分の承認２件、補正予算の専決処分１

件、条例改正２件、補正予算１件で、８案件すべてを承認、可決しました。

▲「わからないことは、どんどん聞いてね！」ニセコ小学校１日入学から
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◎
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌

招
致
期
成
会
臨
時
総
会

２
月
１
日
、
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
で
、

特
別
顧
問
と
し
て
ニ
セ
コ

町
長
、
倶
知
安
町
長
が
追

加
さ
れ
た
。

同
期
成
会
は
昨
年
11
月

か
ら
本
格
的
な
活
動
を
開

始
し
、
11
月
８
日
に
竹
田

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
・
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
に
対
し

て
、
札
幌
市
長
と
岩
田
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
招
致
期

成
会
会
長
が
、
開
催
地
と

し
て
正
式
な
立
候
補
表
明

の
依
頼
を
し
に
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
11
月
25
日
に

は
文
部
科
学
省
や
ス
ポ
ー

ツ
庁
へ
の
要
請
活
動
も
行

っ
て
い
る
。

今
後
２
０
２
６
年
の
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
招
致
に

向
け
て
活
動
を
加
速
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
お

り
、
ニ
セ
コ
町
は
ア
ル
ペ

ン
競
技
ス
キ
ー
の
会
場
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
最
終

調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
後
も
こ
の
招
致
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
熊
本
地
震
と
鳥
取
県
中

部
地
震
被
災
地
支
援

平
成
28
年
４
月
14
日
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
、
同

年
10
月
21
日
に
発
生
し
た

鳥
取
県
中
部
地
方
を
中
心

と
す
る
地
震
で
、
ニ
セ
コ

町
と
交
流
の
あ
る
市
町
村

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
さ
き

に
議
決
い
た
だ
い
た
予
算

の
範
囲
か
ら
、
次
の
自
治

体
へ
義
援
金
・
寄
付
金
を

送
っ
て
い
る
。

支
援
先
︵
交
流
内
容
︶

・
日
本
赤
十
字
社

・
熊
本
市
︵
水
資
源
保
全

全
国
自
治
体
連
絡
会
︶

・
熊
本
県
益
城
町
︵
震
源

被
災
地
視
察
・
人
道
的

支
援
︶

・
熊
本
県
小
国
町
︵
環
境

政
策
自
治
体
連
携
事
業
︶

・
大
分
県
由
布
院
観
光
協

会
︵
職
員
相
互
交
流
︶

・
鳥
取
県
北
栄
町
︵
環
境

政
策
自
治
体
連
携
事
業
︶

◎
広
域
停
電
の
発
生

１
月
５
日
午
後
８
時
11

分
か
ら
８
時
44
分
ま
で
、

町
内
の
広
範
囲
で
停
電
が

あ
っ
た
。

情
報
収
集
等
し
て
い
る

が
、
今
後
は
こ
う
し
た
大

規
模
な
停
電
等
に
つ
い
て

も
ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
の
割
り

込
み
放
送
等
を
活
用
し
、

広
く
住
民
の
皆
様
に
状
況

を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

し
て
い
く
。

平成29年度　会計別予算額総括表
単位：万円、％

平成29年度予算は、予算特別委員会で審査
平成29年度当初予算は、全議員で構成する予算特別委員会に付託されました。

特別委員会は、３月８日に正副委員長の互選を行い、委員長に三谷典久議員、副委員長に篠原

正男議員を選出しています。審査は、13日と14日、款ごとあるいは歳入または歳出ごと等に区分

し、慎重に審査行いました。

審査結果は、平成29年度一般会計予算等全６会計を原案のとおり可決すべきものとしました。

３月16日の本会議採決では、全会一致で委員会の審査結果のとおり決しています。

行
政
報
告
か
ら
　
片
山
町
長

行
政
報
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政
報
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政
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政
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行
政
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行
政
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か
ら
　
片
山
町
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行
政
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か
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政
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行
政
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行
政
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告
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片
山
町
長

28年度予算現計Ｃ欄は、平成29年３月16日時点での予算額です。（28年４月から29年３月までの増減をしたもの）

※予算の詳細は、５月に配布済みの「もっと知りたいことしの仕事」をご覧ください。
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予算特別委員会での質疑から（一部抜粋・要点）

●ＦＭ事業運営経費増額の理由は
青羽雄士委員　

ラジオニセコに対し、町からの

お知らせ放送分を委託業務として

科目替えし、運営費も総額で増額

した。理由は。

山本企画環境課長　

これまで補助金で支出してきた

が、町の行政情報放送分は委託業

務にすることで地方交付税の交付

対象費用に該当するので区分し

た。４人体制とする人件費増が主

な増額。

●小中学校の新１年生に対する就
学援助金を、入学前などの早い
時期に支給できないか
篠原正男委員

小中学校に入学する新１年生は

かばんや上靴、中学校では制服な

ど、準備のための出費が大きい。

就学援助の周知や審査判定を早く

行い､支給を早く行えないか｡管内

でも対応している自治体がある。

加藤学校教育課長

援助が必要な家庭の把握やその

後の手続きなどは、学校と連携し

ながら行っている。この連携を重

視したい。また、現在の教育委員

会の職員体制では、一連の事務を

早く手掛けることは難しい。

菊地教育長

内部で可能性を協議したい

●外国語指導助手の今後の活用方
法は
篠原正男委員

ニセコ高校に配属の外国語指導

助手（ＡＬＴ）が、教育委員会の

配属に変わる。活動内容も変わる

のか。

加藤学校教育課長

ＡＬＴの活用方法を見直した。

席はニセコ高校におくが、幼児セ

ンターや小学校に出向いて、英語

指導にあたる。

●観光コンテンツ創出事業とは
青羽雄士委員

観光コンテンツとしての「星空」

は、道内どこでも見ることができ

るのでは。審議会等で選んだのか、

理由は。

前原商工観光課長

ニセコフェスティバルなどを通

じ地域の魅力を開発してきた。ア

ンヌプリ地区では個々の宿泊施設

が星空紹介を行って好評だったこ

とから、観光戦略会議で図って、

アンヌプリ地区全体に広げたい。

木下裕三委員

アンヌプリゴンドラの夜間運行

は行うのか。

前原商工観光課長

ゴンドラは観光圏の事業ではな

いが､1000m台地にあるウッドデ

ッキの老朽改修の要望があった。

●観光看板の設置場所は
篠原正男委員

観光看板の設置場所は、昨年度、

財源がなく中止した場所と同じ

か。今年度は財源がなくても行う

のか。

前原商工観光課長

道道２か所で、近藤地区の真狩

方面からと、曽我地区の倶知安方

面からに対応する案内看板。

片山町長

昨年、曽我地区の看板が設置で

きなかったことは、私の監督が不

十分だった。しっかり指導したい。

●ＤＭＯ推進事業の委託先は
木下裕三委員

ＤＭＯ事業の委託先や内容は決

まっているか。

前原商工観光課長

委託先は未定だが、観光協会に

対して、マーケティングや企画が

できる会社から人材派遣してもら

う人件費分の予算。ＤＭＯの組織

づくりを委託する事業ではない。

橋守委員

観光協会を株式会社化した目的

は地元に客を呼ぶことで、まさに

ＤＭＯの組織化というべきものだ

が、うまく進んでいない。これを

きちんと検証し、観光協会にも気

付いてほしい。町もきちんと対応

してほしい。

前原商工観光課長

内部でもよく協議した。議会の

指摘を踏まえていく。

林副町長

退職する事務局長は、体制づく

りを直してくれた。これをベース

に、新たな人材投入でテコ入れし

ていく。

●橋りょうでの大規模改修の必要
性は
浜本和彦委員

必要な数や事業費は。

黒瀧建設課長

平成25年度に行った目視点検で

10の橋が５段階でレベル３の判

定。これら10橋は平成28年度の

点検を基に、さらに検討し改修計

画をたてる。

ＤＭＯ（ディスティネーション・

マネージメント・オーガニゼーシ

ョン） 観光施設、自然、食、文化
など地域にある観光資源に精通し、
地域と協同して観光地域づくりを
行う法人のことで、観光客の目線
でニセコへ来訪する意味を、感覚
ではなく調査に基づいて追求し、
地域には観光客の来訪による効果
を最大化することを計る組織。
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予算特別委員会での質疑から（一部抜粋・要点）

●特別養護老人ホーム施設建設基
本構想とは
橋守委員・篠原正男委員

特別養護老人ホーム（ニセコハ

イツ）は、施設改修のほかどのよ

うな計画を立てるのか。経営形態

も変えるのか。

折内保健福祉課長　

ニセコハイツは、町の老人福祉

の核となる施設で、建物老朽改修

のほか経営改善など、施設のあり

方を含む全般の計画を立てる。

●成年後見制度の相談窓口は地元
で対応できないのか
篠原正男委員

成年後見制度の相談窓口を京極

町社会福祉協議会に３年間委託す

るというが、地元での対応はでき

ないのか。

折内保健福祉課長

ニセコ町社会福祉協議会で対応

できる人員の準備をしてきたが、

その職員の退職により、新たに採

用する職員を教育して対応できる

ようにしていくため、時間が必要。

●敬老会記念品増額の内容は
青羽雄士委員

敬老会の記念品代を増額した

が、内容は。

折内保健福祉課長

昨年、敬老会に参加できない人

に何か配慮が必要ではないかと提

案いただいた。敬老会に関するア

ンケートも行った結果、これまで

どおり敬老会を実施するほか、欠

席者には敬老を祝うささやかな記

念品を贈ることで予算化した。詳

細等は今後検討。

●グループホームの運営支援はい
つまで継続するのか
青羽雄士委員

グループホームは満床で空きが

ないのに今年度も支援を継続す

る、理由は。

折内保健福祉課長　

昨年度から満床で、黒字化も予

想されたが、入所者の介護度によ

り、介護報酬の収入があまり多く

ないことや、介護職員はベテラン

が多いことで当初の見込みよりも

人件費が多いため。

篠原正男委員

ある程度の支援の目途や期限が

必要ではないか。

折内保健福祉課長　

今後も施設と協議して健全経営

につとめてもらう。

林副町長

入所者の動きが少ない施設だ

が、新たな入所者ができた場合は、

制度改正に対応して介護度の高い

人になるなど、改善していく。

●集落支援員、地域おこし協力隊
が増員になる。配属先等は
木下裕三委員　

集落支援員と地域おこし協力

隊、それぞれどのような仕事を行

っているのか。企画担当の支援員

は、どのような活動内容か。

山本企画環境課長　

集落支援員は、地域に詳しい人

で地域に関することを担当する。

地元や近郊の在住者。地域おこし

協力隊は、農業や林業、観光に関

することを担当している。都市部

から来て、将来の移住の基盤づく

りも含めて活動。企画担当支援員

は、ローカルスマート交通や旧宮

田小学校の今後の利活用などを調

査提案してもらう。

新井正治委員

今年の増員数や配属先の予定は。

山本企画環境課長

集落支援員は、新たに２人増員

し、中央倉庫群と有島記念館に配

属。現在、中央倉庫群に配属の協

力隊は、別部門に異動。協力隊は

５人の増員予定に採用が２人で、

観光協会と農政課に配属する。

●町のＨＰ（ホームページ）を改
修するが、保守料を含め費用は
適切か。古い情報の更新は誰が
行うのか
木下裕三委員　

町のＨＰの改修費委託の内容

は。保守料も必要なのか。

山本企画環境課長　

費用は、ＨＰが老朽化してきた

ので見直して改修する分と、自動

翻訳機能やインターネット用サー

バーの利用料も含んでいる。保守

料は現在のＨＰの分で、新しいＨ

Ｐ分は平成30年度から。

篠原正男委員

HPの見やすさも大事だが､情報

更新が遅いところもある。情報担

当者を活用して改善できないか。

山本企画環境課長　

現在のＨＰは検索性が悪いの

で、これを改善する。情報の更新

はこれまで同様、各担当課にまか

せるが、体制づくりを含めてよく

検討する。

成年後見制度　精神上の障害（知
的障害、精神障害、認知症など）
で判断能力が十分でない人が不利
益を被らないように、家庭裁判所

に申立てをし、その人を援助して
くれる人を付けてもらう制度。家
族がいない場合は、町が裁判所へ
の手続きを代わって行うこともで
きる。
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一　般　質　問一　般　質　問
３月７日から10日間の日程で開催した平成29年第１回ニセコ町議会定例会では、８名

の議員から15件の一般質問が提出されました。内容を要約しておりますので、詳細につ

いては会議録をご覧ください。

・農業の将来展望について猪狩　一郎議員　

・非常勤特別職の報酬について竹内　正貴議員　

・教育委員会とはなにか
・ニセコ町の子どもの生活実態調
査について　

・「ご当地ナンバー」の導入につ
いて

斉藤うめ子議員　

・雪崩死亡事故とニセコルールに

ついて
新井　正治議員　

・雪崩事故について
・役場庁舎建設と町財政運営につ
いて　

・地域公共交通最適化の検討につ
いて

篠原　正男議員　

・学童保育の日曜・祝日の利用　

・日本版ＤＭＯについて
木下　裕三議員　

・財政について浜本　和彦議員　

・マイナンバー制度について
・フッ化物洗口について　
・行政報告で議会に報告された情
報は町民に提供されているか

三谷　典久議員　

P7

P8

P9〜11

P12

P13〜15

P16〜17

P18

P.19〜21
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が
ニ
セ
コ
町
に
戻
り
就
農

し
て
い
る
。

将
来
の
農
業
就
業
人
口

の
低
下
に
対
し
、
本
町
で

は
平
成
26
年
度
に
新
た
な

ニ
セ
コ
町
農
業
振
興
計
画

を
策
定
し
、﹁
農
村
環
境
の

保
全
と
持
続
可
能
な
ニ
セ

コ
農
業
を
築
く
﹂
を
テ
ー

マ
に
６
つ
の
基
本
方
針
を

掲
げ
、
国
営
緊
急
農
地
再

編
整
備
事
業
の
推
進
、
Ｙ

Ｅ
Ｓ
！
ク
リ
ー
ン
農
業
の

推
進
、
土
づ
く
り
対
策
等

の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。
本
年
度
は
６
次
産
業

化
・
地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
の
市
町
村
戦
略
プ

ラ
ン
の
策
定
、
都
市
農
村

交
流
の
推
進
、
酒
米
の
産

地
化
の
向
上
等
、
ニ
セ
コ

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

Ｑ
　
猪
狩
議
員
　

ニ
セ
コ
町
の
人
口
は
微

増
し
て
い
る
が
、
残
念
な

が
ら
農
業
就
業
人
口
は
減

少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
い
な
い
状
況
だ
。
こ

の
現
状
を
打
開
す
る
に
は
、

中
長
期
的
か
つ
総
合
的
な

戦
略
が
大
変
重
要
だ
と
思

う
。
ニ
セ
コ
町
と
し
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
、
方
向
性
、
具

体
的
な
方
策
を
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

日
本
農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

離
脱
や
米
国
と
の
２
国
間

協
議
の
開
始
等
に
よ
っ
て

極
め
て
不
透
明
な
も
の
と

な
り
、
本
町
の
農
業
に
も

多
大
な
影
響
が
及
ぶ
も
の

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

日
本
の
農
業
就
業
人
口
は

減
る
一
方
で
、
平
成
28
年

に
は
２
０
０
万
人
を
下
回

り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
農

業
就
業
率
が
65
・
２
％
を

占
め
て
い
る
。
本
町
の
農

業
就
業
人
口
も
平
成
27
年

度
に
は
３
５
６
人
と
な
り
、

前
回
調
査
よ
り
も
６
・
３

％
減
少
し
て
い
る
状
況
だ
。

本
町
に
お
い
て
は
他
に

先
駆
け
て
、
平
成
８
年
に

﹁
ニ
セ
コ
町
農
業
担
い
手

育
成
に
関
す
る
条
例
﹂
を

制
定
、
農
業
者
育
成
資
金

・
新
規
就
農
資
金
・
青
年

研
修
制
度
資
金
の
各
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
延
58
件
、
約
５
２
４

６
万
円
を
支
援
し
て
き
た
。

近
年
、
そ
の
成
果
が
徐
々

に
実
り
、
多
く
の
担
い
手

て
い
る
。

ま
た
、
国
の
支
援
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
連
携
を
は

か
り
、
農
業
者
の
経
営
基

盤
の
強
化
に
向
け
て
、
機

械
整
備
等
に
よ
り
営
農
環

境
の
整
備
に
力
を
注
い
で

い
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、

農
業
者
が
町
内
で
安
定
的

に
農
産
物
の
生
産
・
加
工

な
ど
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、

持
続
可
能
な
ニ
セ
コ
農
業

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
猪
狩
議
員
　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
に
お
い
て
は
、
近
年

カ
ッ
プ
ル
成
立
が
増
え
て

い
る
反
面
、
参
加
率
が
悪

い
、
積
極
性
が
足
り
な
い

と
い
う
問
題
も
あ
る
。
昔

で
い
う
世
話
人
に
代
わ
る

よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
と

思
う
。

ま
た
、
農
業
者
は
冬
期

間
に
は
ス
キ
ー
場
や
観
光

地
、
除
雪
で
活
躍
し
て
お

り
、
農
業
者
不
足
は
そ
う

い
っ
た
人
員
不
足
に
も
影

響
し
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
、

ニ
セ
コ
に
は
せ
っ
か
く
農

業
高
校
が
あ
る
の
に
、
卒

業
生
が
定
着
し
て
い
な
い

と
い
う
現
状
も
あ
る
。
後

継
者
の
い
な
い
農
家
も
あ

る
の
で
、
外
部
か
ら
人
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

い
い
と
思
う
。
ハ
ウ
ス
を

利
用
し
た
施
設
園
芸
な
ど

は
小
さ
い
規
模
で
も
で
き

る
。
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
福
村
農
政
課
長

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
の
前
段
と
し
て
、
昭

和
47
年
か
ら
後
継
者
結
婚

推
進
委
員
会
の
委
員
が
結

婚
に
至
る
ま
で
の
お
世
話

を
し
て
い
た
が
、
時
代
と

と
も
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

部
分
が
厳
し
く
な
り
、
推

進
委
員
が
直
接
関
与
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

た
。
そ
れ
で
、
昭
和
63
年

に
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
を
つ
く
り
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
な
仕

組
み
に
変
え
て
い
っ
た
と

い
う
経
過
が
あ
る
。
女
性

の
参
加
者
は
随
時
30
人
か

ら
40
人
の
希
望
者
が
お
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
性

の
参
加
者
が
少
な
い
。
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

ご
結
婚
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
対
策
を
練
っ

て
い
き
た
い
。

労
働
力
不
足
に
つ
い
て

は
、
昨
今
農
業
分
野
で
著

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

観
光
業
な
ど
様
々
な
労
働

力
を
農
業
に
も
活
用
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
振
興

局
で
は

”し
り
べ
し
﹁
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
﹂
マ

ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン

“
と
い

う
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

技
術
的
な
問
題
や
外
国
人

だ
と
言
葉
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
。
数

十
年
先
に
は
労
働
力
不
足

支
援
体
制
の
構
築
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の

確
立
を
目
指
す

農
業
就
業
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
戦
略
を
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が
深
刻
化
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
こ
う
い
っ
た
事
業

を
通
し
、
課
題
を
整
理
し

な
が
ら
、
国
に
も
働
き
か

け
、
労
働
力
不
足
解
消
の

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま

た
、
新
規
就
農
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
の

方
で
も
青
年
就
農
給
付
金

等
、
新
規
就
農
対
策
を
行

っ
て
き
て
、
年
間
１
５
０

万
円
の
支
援
が
５
年
間
、

準
備
期
間
を
入
れ
る
と
８

年
間
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
就
農
資
金
支
援
を

受
け
た
後
に
財
政
的
に
困

窮
す
る
部
分
が
あ
り
、
本

町
と
し
て
も
新
規
就
農
者

が
で
き
る
だ
け
早
く
自
立

で
き
る
よ
う
に
、
リ
ス
ク

管
理
を
含
め
話
し
合
い
を

し
、
計
画
を
た
て
な
が
ら

営
農
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

本
町
が
国
営
事
業
に
手

を
挙
げ
た
と
き
か
ら
、
15

名
の
後
継
者
が
帰
っ
て
こ

ら
れ
た
。
こ
れ
だ
け
帰
っ

て
き
て
い
る
町
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
。
後
継
者
、

担
い
手
の
皆
さ
ん
が
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
い
け
る
よ
う

に
町
と
し
て
も
努
力
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
　
猪
狩
議
員
　

道
の
駅
の
中
長
期
的
な

戦
略
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

国
土
交
通
省
の
重
点
道

の
駅
に
選
ば
れ
た
ニ
セ
コ

ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
を
地
方
創

生
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て

利
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

社
会
資
本
整
備
交
付
金
制

度
を
導
入
し
施
設
整
備
を

行
い
た
い
。

Ｑ
　
竹
内
議
員
　

昨
年
12
月
、
特
別
職
職

員
と
一
般
職
職
員
の
手
当

の
見
直
し
が
提
案
・
可
決

さ
れ
、
今
定
例
会
で
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
隊
員
や

集
落
支
援
員
の
報
酬
見
直

し
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
非
常
勤
特
別
職

(

監
査
委
員
・
教
育
委
員
会

委
員
・
農
業
委
員
会
委
員

・
社
会
福
祉
委
員
な
ど
︶

の
報
酬
見
直
し
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

平
成
28
年
10
月
現
在
に

お
い
て
は
、
本
町
の
非
常

勤
特
別
職
の
報
酬
は
後
志

管
内
の
平
均
的
な
金
額
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

平
成
９
年
度
に
全
体
的
な

見
直
し
を
し
て
以
降
、
改

正
を
し
て
い
な
い
状
況
な

の
で
、
平
成
30
年
度
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
竹
内
議
員
　

費
用
弁
償
に
つ
い
て
も

考
え
る
べ
き
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の

な
か
で
で
き
る
だ
け
費
用

を
か
け
ず
に
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
相
当
慎
重
な

議
論
が
さ
れ
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
費
用
弁
償
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
な
財

政
バ
ラ
ン
ス
や
自
治
体
の

お
か
れ
て
い
る
状
況
を
調

査
し
な
が
ら
、
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い

そ
の
他
の
非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
見
直
し
が
必
要

修学旅行の産業体験を受け入れている農家にて
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Ｑ
　
斉
藤
議
員
　

町
民
の
方
々
か
ら
﹁
教

育
委
員
﹂
に
は
ど
ん
な
人

が
な
り
、
ど
ん
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
の
か
、
い

つ
、
ど
こ
で
会
議
が
開
催

さ
れ
、
参
加
︵
傍
聴
︶
は

で
き
る
の
か
、
町
民
と
意

見
交
換
す
る
場
は
あ
る
の

か
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る

が
、
町
長
・
教
育
長
に
伺

う
。

Ａ
　
片
山
町
長

教
育
委
員
に
は
地
方
教

育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
第
４
条
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の

長
の
被
選
挙
権
を
有
す
る

者
で
、
人
格
が
高
潔
で
教

育
、
学
術
及
び
文
化
に
関

し
識
見
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

長
が
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
す
る
制
度
で
教
育
長

に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

教
育
委
員
会
議
の
開
催

は
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

等
の
法
令
に
基
づ
き
傍
聴

可
能
な
会
議
で
定
例
会
他

適
時
適
切
に
招
集
・
開
催

し
て
い
る
。

会
議
の
招
集
は
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
予
定
の

一
覧
に
開
催
日
時
等
を
掲

載
・
告
知
し
て
い
る
。
会

議
の
内
容
に
関
し
て
は
関

係
法
令
に
基
づ
き
教
育
委

員
会
の
職
務
権
限
に
属
す

る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

報
告
や
審
議
、
協
議
、
決

定
を
行
っ
て
い
る
。

町
民
と
の
意
見
交
換
の

場
に
関
し
て
は
教
育
長
が

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
各

種
会
合
に
参
加
し
、
教
育

委
員
は
有
識
者
と
し
て
教

育
行
事
、
各
種
委
員
会
、

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
を

通
じ
テ
ー
マ
や
分
野
に
応

じ
て
参
加
者
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員
　

教
育
委
員
会
は
教
育
方

針
を
決
め
る
中
枢
機
関
で

あ
り
、
そ
の
委
員
会
を
構

成
す
る
教
育
委
員
は
教
育

の
根
幹
を
担
っ
て
お
り
、

議
会
と
同
様
に
重
大
な
責

任
が
あ
る
。

町
民
が
知
り
た
い
の
は

委
員
が
選
ば
れ
た
過
程
で

あ
り
、
ま
た
略
歴
、
学
歴
、

職
歴
、
公
職
歴
、
団
体
歴

等
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
議
等
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
と
言
う
が
、
他
に
方
法

は
な
い
の
か
。
教
育
長
は

教
育
行
政
報
告
で
会
議
の

内
容
に
つ
い
て
公
表
し
て

い
る
と
し
て
い
る
が
、
個

々
の
委
員
の
意
見
・
発
言

の
公
開
と
、
教
育
委
員
会

独
自
で
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
必
要
は

な
い
の
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

教
育
委
員
の
思
想
・
信

条
は
教
育
委
員
会
の
独
立

性
と
い
う
制
度
の
根
幹
に

係
る
こ
と
な
の
で
、
町
長

は
総
合
教
育
会
議
で
意
見

を
述
べ
る
こ
と
以
外
教
育

委
員
会
に
今
後
も
関
与
し

な
い
考
え
で
あ
る
。
住
民

の
代
表
で
あ
る
教
育
委
員

会
が
こ
れ
ま
で
同
様
教
育

行
政
全
般
を
司
り
決
定
す

る
流
れ
を
大
事
に
し
て
行

き
た
い
。

Ａ
　
加
藤
学
校
教
育

課
長

教
育
委
員
会
議
開
催
の

告
知
方
法
は
、
役
場
庁
舎

掲
示
板
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

以
外
の
方
法
は
考
え
て
い

な
い
。
会
議
は
傍
聴
可
能

な
会
議
で
あ
る
。
現
在
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
町
長

が
主
宰
す
る
総
合
教
育
会

議
の
議
事
録
を
公
開
し
て

い
る
が
、
委
員
会
議
の
議

事
録
は
公
開
し
て
い
な
い
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

教
育
委
員
会
議
の
内
容

は
新
制
度
に
な
り
、
会
議

の
透
明
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
折
り
で
も
あ
り
、
議

事
録
公
開
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
行
き
た
い
。

教
育
委
員
も
住
民
と
の
意

見
交
換
を
現
在
工
夫
し
て

い
る
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員
　

教
育
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス

を
年
に
１
〜
２
度
発
行
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
教
育

委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

の
か
報
酬
を
も
ら
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
問
い
が
あ

る
。
も
ら
っ
て
い
る
な
ら

い
く
ら
な
の
か
町
民
は
関

心
が
あ
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

教
育
委
員
の
報
酬
は
条

例
上
決
定
し
て
お
り
、
そ

れ
に
基
づ
き
適
正
な
支
払

を
し
て
い
る
。

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

と
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
適
正
に
行
っ
て
い
る

教
育
委
員
の
選
任
と
紹
介
、活
動
の
公
開
性
に
つ
い
て
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Ｑ
　
斉
藤
議
員
　

道
は
昨
年
10
月
〜
11
月

に
﹁
北
海
道
子
ど
も
生
活

実
態
調
査
﹂
を
行
い
、
今

年
２
月
に
速
報
値
を
発
表
。

目
的
は
子
ど
も
の
貧
困
対

策
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
子
ど
も
の
世
帯
の

経
済
状
況
と
生
活
環
境
、

学
校
・
家
庭
で
の
過
ご
し

方
を
具
体
的
に
把
握
す
る

こ
と
。
全
国
の
各
自
治
体

で
独
自
の
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
る
。

ニ
セ
コ
町
の
子
ど
も
の

数
︵
０
歳
〜
18
歳
︶
と
世

帯
数
、
生
活
保
護
世
帯
の

子
ど
も
、
要
保
護
、
準
要

保
護
児
童
生
徒
数
と
比
率
、

子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査

を
実
施
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

ニ
セ
コ
町
の
子
ど
も
の

数
は
２
月
末
現
在
８
１
７

人
、
世
帯
数
は
３
月
８
日

現
在
４
６
５
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
の
子
ど
も
の
数

は
10
人
未
満
。
子
ど
も
の

生
活
実
態
調
査
実
施
は
現

在
行
う
予
定
は
な
い
。
理

由
は
基
礎
と
な
る
数
値
は

個
人
の
所
得
を
調
査
す
る

こ
と
に
な
り
、
所
得
額
の

回
答
に
は
個
人
の
同
意
が

必
要
。
ニ
セ
コ
町
内
だ
け

で
は
標
本
数
が
な
く
、
統

計
調
査
は
分
析
し
に
く
い

と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

今
年
度
要
保
護
・
準
用

保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助

費
支
給
件
数
は
35
世
帯
、

対
象
児
童
生
徒
数
56
人
。

就
学
援
助
率
は
16
％
。
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
し

て
、
国
・
自
治
体
、
国
民

が
納
得
で
き
得
る
こ
と
に

国
全
体
で
取
り
組
む
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。
教

育
委
員
会
は
就
学
援
助
制

度
の
運
用
を
今
後
も
適
切

に
行
っ
て
行
き
た
い
。
家

庭
の
経
済
的
状
況
の
把
握

を
主
と
し
た
よ
う
な
実
態

調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員

北
海
道
の
子
ど
も
生
活

実
態
調
査
は
札
幌
市
の
調

査
を
基
に
北
大
と
連
携
し

て
同
じ
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
調
査
は
無
記
名

式
で
所
得
に
関
す
る
個
人

情
報
の
調
査
に
は
当
た
ら

な
い
。
後
志
管
内
で
は
岩

内
町
、
蘭
越
町
が
調
査
対

象
に
な
っ
て
い
る
。
各
自

治
体
の
子
ど
も
の
実
態
が

把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
対
応

策
も
解
決
策
も
出
て
こ
な

い
と
思
う
。
機
械
的
に
書

類
審
査
だ
け
で
就
学
援
助

を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
良

い
の
か
。
こ
の
４
６
５
世

帯
に
道
が
行
っ
た
同
じ
実

態
調
査
を
実
施
す
る
だ
け

で
良
い
と
思
う
。
ぜ
ひ
実

態
調
査
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

ま
た
町
長
は
２
０
１
６

年
６
月
８
日
に
発
足
し
た

﹁
子
ど
も
の
未
来
を
応
援

す
る
首
長
連
合
﹂
に
参
加

し
て
い
る
が
、
全
国
の
参

加
市
区
町
村
数
と
実
際
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
か
。

教
育
長
に
伺
う
が
、
就

学
援
助
を
受
け
て
い
る
児

童
生
徒
と
受
け
て
い
な
い

子
ど
も
の
間
に
学
力
差
が

生
じ
て
い
る
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

子
ど
も
の
生
活
実
態
調

査
を
す
る
意
味
・
分
析
の

仕
方
・
活
用
性
が
理
解
で

き
な
い
。
行
政
機
関
で
あ

る
町
が
個
々
の
家
庭
に
手

を
突
っ
込
む
よ
う
な
こ
と

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
に
は
福
祉
や
教
育
委

員
会
が
個
々
に
対
応
し
て

行
き
た
い
。

子
育
て
教
育
を
考
え
る

首
長
会
は
14
、
15
回
会
議

を
重
ね
て
い
る
。
最
近
の

議
論
の
多
く
は
子
ど
も
の

遊
び
に
つ
い
て
で
、
小
さ

い
頃
か
ら
遊
ぶ
環
境
の
整

備
が
子
ど
も
の
発
達
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
研
究
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
小
学
生

は
最
低
で
も
三
つ
以
上
の

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
奨
励
さ
れ
、
将
来
の
人

生
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
発
表
が
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
具
現
化
と
し
て
木
育
、

外
遊
び
の
効
果
を
研
修
し

て
い
る
。
長
岡
で
は
防
災

セ
ン
タ
ー
を
幼
稚
園
・
保

育
所
へ
転
用
し
た
例
が
あ

る
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

要
保
護
・
準
要
保
護
家

庭
の
子
ど
も
の
学
力
状
況

は
把
握
し
て
い
な
い
。
家

庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず

子
ど
も
た
ち
に
整
っ
た
環

境
で
教
育
を
受
け
さ
せ
学

力
向
上
に
努
め
て
行
き
た

い
。

Ａ
　
折
内
保
健
福
祉

課
長

昨
年
発
足
し
た
﹁
子
ど

も
の
未
来
を
応
援
す
る
首

長
連
合
﹂
に
１
６
１
市
町

村
が
参
加
し
て
い
る
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員

町
長
は
こ
の
実
態
調
査

に
消
極
的
で
毎
回
強
固
に

反
対
し
て
い
る
が
、
自
治

体
に
よ
っ
て
抱
え
て
い
る

実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い

ニ
セ
コ
町
の
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
を
す
る

考
え
は
あ
る
か
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問
題
は
違
っ
て
く
る
の
で

本
当
に
子
ど
も
た
ち
の

個
々
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
絶
対
に
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

強
固
に
反
対
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
結
果
、
そ
れ

を
行
政
が
ど
う
活
用
し
対

応
す
る
の
か
具
体
的
に
見

え
て
こ
な
い
。
行
政
が
各

家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

立
ち
入
る
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
具
体
的
な

道
筋
が
理
解
で
き
な
い
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員
　

現
在
自
動
車
の
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
に
表
示
さ
れ

て
い
る
地
域
名
は
管
轄
し

て
い
る
運
輸
支
局
や
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
の
名

称
を
表
示
し
て
い
る
。
国

土
交
通
省
自
動
車
交
通
局

は
２
０
０
４
年
11
月
か
ら

新
た
な
地
域
名
表
示
の
導

入
要
綱
を
定
め
た
。
国
内

に
は
新
た
に
導
入
し
た
地

域
が
30
か
所
あ
る
。
ニ
セ

コ
町
は
小
さ
い
な
が
ら
も

国
際
都
市
と
し
て
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
﹁
ニ
セ
コ
﹂
の

導
入
は
地
域
振
興
・
観
光

振
興
に
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
う
が
見
解

は
。

Ａ
　
片
山
町
長

基
準
の
中
で
、
原
則
単

独
で
は
な
く
複
数
の
市
町

村
で
あ
る
こ
と
。
登
録
台

数
が
10
万
台
を
超
え
る
こ

と
の
条
件
が
あ
る
。
ニ
セ

コ
町
約
４
５
０
０
台
、
倶

知
安
町
約
１
万
３
０
０
０

台
、
蘭
越
町
４
６
０
０
台
、

合
計
２
万
２
１
０
０
台
程

度
。
現
状
で
は
導
入
は
困

難
と
考
え
る
。

Ｑ
　
斉
藤
議
員

ニ
セ
コ
町
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
の
は
車
の
台

数
の
み
。
こ
の
要
綱
も
要

望
に
よ
っ
て
変
わ
る
可
能

性
は
十
分
あ
る
と
考
え
る
。

特
例
と
し
て
本
州
以
外
で

一
か
所
、
奄
美
が
あ
る
。

奄
美
の
村
田
さ
ん
と
い
う

方
は
１
９
７
８
年
︵
昭
和

53
年
︶
か
ら
﹁
奄
美
﹂
ナ

ン
バ
ー
の
実
現
に
向
け
て

運
輸
省
に
お
願
い
し
働
き

か
け
て
き
た
と
い
う
経
緯

が
あ
る
。

国
土
交
通
省
は
２
０
１

９
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

に
向
け
て
、
ま
た
２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
新
た
な
表
示
登
録
を

有
料
で
始
め
て
い
る
。

時
代
と
共
に
変
化
し
つ
つ

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
要
綱

や
条
件
は
変
わ
り
つ
つ
あ

る
と
思
う
。

将
来
ニ
セ
コ
町
の
よ
う

な
小
さ
な
町
で
も
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
が
使
え
る
よ
う
、

最
初
か
ら
諦
め
ず
運
動
を

広
げ
て
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ａ
　
阿
部
総
務
課
長

奄
美
の
例
は
基
準
の
10

万
台
に
は
達
し
な
か
っ
た

が
、
対
象
車
輛
は
８
万
台

強
あ
る
。
離
島
と
い
う
地

理
的
条
件
が
考
慮
さ
れ
例

外
的
措
置
で
認
め
ら
れ
て

い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

こ
れ
は
広
域
で
や
ら
な

け
れ
ば
進
ま
な
い
話
。
名

前
に
は
地
域
の
思
い
が
あ

り
、
広
域
で
共
有
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
現
状

で
は
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
思
う
。

現
状
で
は
導
入
は
困
難
と
考
え
る

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
つ
い
て



第169号　平成29年6月1日発行 12

Ｑ
　
新
井
議
員
　

冬
の
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
は

良
質
な
雪
と
ス
キ
ー
場
コ

ー
ス
外
滑
走
の
自
由
を
目

指
し
て
各
国
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
来
る
。
し
か
し

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
を
理
解
せ

ず
、
立
ち
入
り
を
規
制
す

る
ロ
ー
プ
を
く
ぐ
る
人
が

増
え
て
い
る
。
こ
の
状
況

が
続
け
ば
再
び
事
故
が
起

こ
り
、
結
果
的
に
ル
ー
ル

を
守
る
人
た
ち
の
コ
ー
ス

外
滑
走
の
自
由
を
奪
う
こ

と
に
な
る
。
先
日
完
全
立

入
禁
止
エ
リ
ア
で
ル
ー
ル

違
反
者
に
よ
る
雪
崩
死
亡

事
故
が
起
き
た
。
こ
れ
ら

の
件
に
関
し
て
、
町
長
の

考
え
方
を
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

は
じ
め
に
、
先
日
雪
崩

事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

と
ご
家
族
に
心
か
ら
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
た
い
。

雪
崩
事
故
の
悲
惨
さ
は

こ
れ
ま
で
雪
崩
捜
索
に
か

か
わ
っ
て
き
た
多
く
の
知

る
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
悲
惨

さ
を
知
る
者
が
多
い
か
ら

こ
そ
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
作

ら
れ
た
。
ル
ー
ル
を
役
立

た
せ
る
に
は
利
用
者
が
ル

ー
ル
を
理
解
し
尊
重
し
て

用
心
す
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
た
め
町
で
は
引
き
続

き
ス
キ
ー
場
を
初
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

地
道
な
啓
発
活
動
を
推
し

進
め
て
い
き
た
い
。
特
に

地
元
関
係
者
に
ニ
セ
コ
ル

ー
ル
へ
の
理
解
と
遵
守
に

つ
い
て
の
積
極
的
な
働
き

か
け
を
強
化
し
た
い
。

Ｑ
　
新
井
議
員
　

実
際
に
事
故
に
携
わ
る

現
場
で
は
ル
ー
ル
を
軽
視

す
る
一
部
の
人
た
ち
の
意

識
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
住
民

や
事
業
者
に
対
し
て
雪
崩

と
事
故
に
つ
い
て
今
以
上

の
関
心
を
持
た
せ
る
よ
う

具
体
的
な
働
き
か
け
を
強

め
る
べ
き
と
思
う
。
ル
ー

ル
の
主
旨
は
事
故
の
防
止

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
明
確
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

今
回
の
事
故
後
に
ニ
セ

コ
町
が
行
っ
た
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光

課
長

具
体
的
に
は
動
い
て
い

な
い
状
況
だ
。
ニ
セ
コ
ア

ン
ヌ
プ
リ
地
区
な
だ
れ
事

故
防
止
対
策
協
議
会
の
開

催
を
議
会
終
了
後
早
急
に

開
く
こ
と
で
調
整
し
て
い

る
。
事
業
者
を
含
め
関
係

機
関
で
あ
ら
た
め
て
こ
の

問
題
に
つ
い
て
踏
み
込
ん

だ
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
新
井
議
員
　

か
な
り
重
大
な
事
故
だ

が
な
ぜ
直
後
に
協
議
会
等

を
招
集
で
き
な
か
っ
た
の

か
。
ま
た
国
内
外
の
報
道

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ニ

セ
コ
に
来
る
観
光
客
に
も

影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
。

Ａ
　
片
山
町
長

す
ぐ
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ

リ
な
だ
れ
事
故
防
止
対
策

協
議
会
を
臨
時
に
開
く
べ

き
で
な
か
っ
た
か
と
い
う

趣
旨
の
質
問
と
思
う
が
、

我
々
は
こ
れ
ま
で
も
淡
々

と
し
て
完
全
立
入
禁
止
区

域
に
は
入
っ
て
は
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
注
意
し

て
き
た
し
、
今
後
も
そ
れ

を
続
け
る
。
今
後
の
会
議

の
議
論
は
次
の
ス
テ
ー
ジ

で
何
を
す
べ
き
か
を
議
論

す
る
こ
と
だ
。

ニ
セ
コ
で
は
ニ
セ
コ
ル

ー
ル
が
で
き
る
以
前
に
11

名
が
死
亡
す
る
と
い
う
悲

し
い
事
故
が
起
き
て
い
る

が
、
15
年
間
に
わ
た
っ
て

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
を
み
ん
な

で
守
り
育
て
て
き
た
こ
と

は
、
ニ
セ
コ
の
パ
ウ
ダ
ー

の
魅
力
と
し
て
今
日
の
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

当
時
は
事
故
の
た
び
に
ス

キ
ー
場
の
管
理
責
任
や
役

場
の
責
任
な
ど
、
管
理
側

の
責
任
ば
か
り
が
マ
ス
コ

ミ
等
で
流
さ
れ
、
本
人
の

過
失
に
つ
い
て
は
一
切
問

わ
な
い
と
い
う
の
が
日
本

の
流
れ
だ
っ
た
。
そ
の
中

で
滑
走
の
自
由
を
認
め
る

か
わ
り
に
自
己
責
任
で
完

全
立
入
禁
止
区
域
外
の
滑

走
の
自
由
を
認
め
、
ゲ
ー

ト
を
設
け
、
堂
々
と
入
れ

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
は
こ
の
点

で
世
界
で
も
ま
れ
な
ル
ー

ル
だ
と
思
う
。

今
回
は
残
念
な
が
ら

”春
の
滝

“
が
完
全
立
入

禁
止
だ
と
わ
か
っ
て
い
る

方
が
グ
ル
ー
プ
で
入
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
そ
れ
は

大
変
残
念
な
こ
と
で
、
特

に
ガ
イ
ド
、
あ
る
い
は
指

導
す
る
立
場
の
あ
る
人
へ

の
啓
発
は
、
今
後
も
様
々

な
場
で
繰
り
返
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光

課
長

国
内
の
新
聞
報
道
等
に

つ
い
て
は
全
て
情
報
収
集

し
て
い
る
が
、
海
外
の
も

の
に
つ
い
て
は
情
報
把
握

が
十
分
で
は
な
い
。

事
業
者
等
関
係
者
と
地
道
な
啓
発
活
動
を
推
し
進
め

て
い
く

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
の
主
旨
は
事
故
防
止
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
す
る
べ
き



第169号　平成29年6月1日発行13

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

雪
崩
死
亡
事
故
の
所
見

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

町
長
に
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
の
運
用

は
、
外
国
人
が
増
え
て
い

る
中
で
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
と

い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。

こ
の
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
ス

タ
ー
ト
し
た
時
点
に
お
い

て
は
、
日
本
初
の
類
を
見

な
い
仕
組
み
で
あ
り
、
全

国
か
ら
多
く
の
批
判
を
受

け
た
。
特
に
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
人
、
あ
え
て
無
視

す
る
人
も
お
り
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
る
ス
キ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
の
皆
さ
ん
、

ス
キ
ー
場
関
係
者
な
ど
多

く
の
事
故
防
止
を
願
う
方

々
の
地
道
な
啓
発
努
力
に

よ
り
理
解
を
広
め
て
き
た
。

ニ
セ
コ
で
は
地
元
有
志

を
中
心
に
、
雪
崩
事
故
を

な
く
す
た
め
、
ニ
セ
コ
雪

崩
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の

話
し
合
い
が
25
年
ほ
ど
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
、
実
践
の

も
と
、
ニ
セ
コ
雪
崩
調
査

所
の
新
谷
暁
生
所
長
な
ど

の
献
身
的
な
ご
尽
力
に
よ

り
、
15
年
以
上
か
け
て
現

在
の
形
に
た
ど
り
着
い
た
。

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
は
、
ニ
セ

コ
に
お
い
て
大
変
有
効
な

方
法
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら

昨
今
の
事
故
を
見
て
い
る

と
、
地
元
の
ガ
イ
ド
な
ど

が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
が

見
受
け
ら
れ
る
。
先
ほ
ど

の
新
井
議
員
へ
の
答
弁
で

も
述
べ
た
が
、
来
訪
者
へ

の
情
報
提
供
は
も
と
よ
り
、

ス
キ
ー
や
ボ
ー
ド
に
よ
る

ガ
イ
ド
事
業
者
な
ど
に
対

し
て
も
、
さ
ら
に
理
解
と

遵
守
が
進
む
よ
う
関
係
各

所
と
連
携
を
し
て
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

今
回
の
事
故
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

Ａ
　
片
山
町
長

今
回
の
事
故
報
道
が
様

々
な
伝
わ
れ
方
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
、

ニ
セ
コ
ル
ー
ル
の
仕
組
み

を
粛
々
と
周
知
し
た
い
。

山
岳
遭
難
同
様
、
自
か
ら

の
責
任
で
入
る
こ
と
は
排

除
で
き
ず
、
ロ
ー
プ
や
ネ

ッ
ト
を
張
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
監
視
の
強
化
で
完
全
立

入
禁
止
区
域
の
周
知
徹
底

以
外
な
い
。
今
回
の
事
故

に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
築

い
て
き
た
、
こ
の
仕
組
み

自
体
が
崩
壊
す
る
こ
と
は

な
い
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

ガ
イ
ド
事
業
者
へ
の
モ

ラ
ル
遵
守
と
安
全
施
設
の

整
備
等
の
働
き
か
け
が
求

め
ら
れ
る
。
特
に
財
源
に

目
的
税
︵
入
湯
税
等
︶
を

充
て
、
雪
崩
事
故
対
策
に

対
し
行
政
と
し
て
積
極
的

に
か
か
わ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
片
山
町
長

特
に
生
業
と
し
て
い
る

方
が
ル
ー
ル
違
反
を
し
て

い
る
の
は
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
だ
。
事
業
者
の
一
部
に

ル
ー
ル
を
守
ら
な
く
て
よ

い
と
い
う
方
が
い
る
こ
と

に
対
し
、
特
に
対
応
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
今
後
に

お
い
て
は
そ
れ
な
り
の
厳

し
い
対
応
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
。

当
初
は
役
場
か
ら
各
ス

キ
ー
場
へ
の
情
報
を
発
す

る
こ
と
に
は
多
く
の
批
判

が
あ
っ
た
。
雪
崩
調
査
所

か
ら
い
た
だ
い
た
フ
ァ
ク

ス
を
商
工
観
光
課
と
い
う

名
前
で
各
ス
キ
ー
場
に
流

し
続
け
て
い
た
時
、
行
政

と
し
て
責
任
が
取
れ
る
か

な
ど
の
批
判
だ
っ
た
。
当

時
の
町
長
が
弁
護
士
や
大

学
の
先
生
方
を
訪
問
し
、

学
問
上
正
し
い
か
否
か
の

確
認
の
上
、
当
時
の
町
長

が
全
責
任
は
私
が
持
つ
か

ら
、
引
き
続
き
情
報
を
出

す
と
の
大
号
令
が
あ
り
、

今
日
各
ス
キ
ー
場
が
雪
崩

情
報
を
動
か
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
い
う
大
変
長

い
歴
史
が
あ
る
。

先
程
の
目
的
税
の
提
案

も
含
め
、
行
政
と
し
て
し

っ
か
り
対
応
す
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も

全
く
そ
の
と
お
り
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
関
係
町
と

連
携
を
と
っ
て
ニ
セ
コ
ル

ー
ル
が
次
に
持
続
す
る
よ

う
な
展
開
を
し
て
い
き
た

い
。

こ
れ
ま
で
の
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
次
に
持
続
す
る
展
開

を
支
援
し
た
い

雪
崩
対
策
へ
の
行
政
の
積
極
的
な
対
応
が
必
要
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Ｑ
　
篠
原
議
員
　

防
災
セ
ン
タ
ー
を
備
え

た
役
場
庁
舎
建
設
事
業
へ

と
動
き
出
し
た
経
緯
と
、

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

こ
れ
ま
で
役
場
庁
舎
再

整
備
基
本
構
想
を
策
定
し
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
き

た
が
、
昨
年
末
、
国
が
非

耐
震
役
場
庁
舎
建
替
へ
の

起
債
交
付
税
措
置
制
度

︵
平
成
29
〜
32
年
︶
を
公
表

し
た
た
め
、
検
討
を
具
体

化
す
る
機
会
と
判
断
し
た
。

一
定
条
件
で
の
試
算
結

果
は
、
事
業
費
20
億
円

︵
役
場
庁
舎
15
億
円
、
防
災

セ
ン
タ
ー
５
億
円
︶
と
し

た
場
合
の
国
の
財
源
措
置

が
７
億
８
千
６
百
万
円

︵
新
た
な
役
場
建
て
替
え

分
３
億
７
千
３
百
万
円
︶

で
、
一
般
財
源
負
担
は
15

億
３
千
５
百
万
円
。
返
済

の
影
響
は
単
年
度
ベ
ー
ス

年
５
千
万
円
で
、
事
業
完

了
後
６
年
目
か
ら
25
年
間

継
続
を
予
定
し
て
い
る
。

財
政
へ
の
影
響
は
、
実

質
公
債
費
比
率
及
び
将
来

負
担
比
率
そ
れ
ぞ
れ
２
・

２
％
、
60
・
４
％
。
平
成

27
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
単

純
加
算
す
る
と
、
公
債
比

率
16
・
０
％
、
将
来
負
担

比
率
１
２
７
・
２
％
と
な

り
、
国
の
制
約
を
受
け
る

基
準
︵
公
債
比
率
18
％
、

将
来
負
担
比
率
３
５
０
％

以
上
︶
は
下
回
る
。

本
庁
舎
分
事
業
費
の
１

割
相
当
を
目
安
に
基
金
を

積
み
立
て
︵
１
億
４
千
万

円
︶、
地
方
債
残
高
や
公
債

費
の
適
正
管
理
等
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
自
主
財
の

確
保
や
財
政
の
自
立
性
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

相
当
額
の
負
担
が
生
じ

る
と
考
え
る
が
、
次
の
世

代
に
負
担
︵
借
金
︶
を
残

さ
な
い
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

災
害
時
の
役
場
機
能
の

喪
失
は
、
災
害
対
応
や
復

興
な
ど
町
民
に
と
っ
て
大

き
な
不
利
益
が
生
じ
、
国

の
支
援
制
度
を
利
用
し
な

い
こ
と
は
、
行
政
の
不
作

為
責
任
を
逆
に
問
わ
れ
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
後
世

に
よ
い
財
産
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
、
起
債
を
借

り
る
こ
と
自
体
は
未
来
へ

の
投
資
と
考
え
る
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

予
算
編
成
時
の
歳
入
歳

出
額
の
乖
離

か

い

り

や
国
の
財
政
、

経
済
動
向
が
不
透
明
な
状

態
で
の
財
政
運
営
は
不
安

を
残
す
が
、
町
長
の
所
見

は
。

Ａ
　
片
山
町
長

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
毎
年
度
事
業
の
一
定

額
を
見
込
み
試
算
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
国
等
の

収
入
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
余
剰
分
を
貯
金
し
て

き
た
。
住
民
の
付
託
に
応

え
ら
れ
る
基
盤
整
備
を
し

っ
か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

国
の
支
援
制
度
活
用
と
安
定
的
財
政
運
営
に
努
め
る

役
場
庁
舎
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と

今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
は

福島県国見町役場庁舎
震災前（上左）
震災直後（半壊）の庁舎内（上右）
新庁舎（下）
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Ｑ
　
篠
原
議
員
　

地
域
公
共
交
通
最
適
化

検
討
作
業
を
委
託
し
、
作

業
を
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
高

齢
者
や
身
体
に
障
害
を
持

つ
方
々
へ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

ロ
ー
カ
ル
ス
マ
ー
ト
交

通
構
築
支
援
事
業
は
地
方

創
生
推
進
交
付
金
の
採
択

を
受
け
、
①
地
域
住
民
の

定
住
環
境
の
向
上
と
利
便

性
の
向
上
、
②
観
光
客
の

周
遊
性
の
向
上
に
よ
る
地

域
経
済
循
環
の
強
化
を
目

的
と
し
、
３
カ
年
の
事
業

と
し
て
進
め
て
い
る
。
平

成
28
年
度
は
、
本
町
の
地

域
公
共
交
通
の
現
状
と
課

題
を
体
系
的
に
整
理
し
た

上
で
、
今
後
の
検
討
、
対

応
の
方
向
性
を
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
と
し
て
取
り
ま
と
め

る
調
査
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

平
成
29
年
度
以
降
は
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に

既
存
の
交
通
手
段
の
状
況

や
新
た
に
交
通
手
段
を
導

入
す
る
際
の
議
論
、
合
意

の
場
で
あ
る
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
な
ど
に

お
い
て
、
対
応
方
法
を
具

体
化
す
る
検
討
に
着
手
す

る
予
定
だ
。
本
協
議
会
や

ま
ち
づ
く
り
町
民
講
座
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
等
の

場
を
利
用
し
て
、
ご
高
齢

の
方
や
障
害
の
あ
る
方
の

意
見
の
収
集
、
反
映
に
努

め
な
が
ら
、
地
域
住
民
や

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮

し
た
今
後
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

作
業
を
進
め
て
い
く
上

で
、
町
民
特
に
交
通
弱
者

と
言
わ
れ
る
方
々
の
声
を

聴
取
し
、
反
映
さ
せ
る
具

体
策
は
あ
る
か
。

Ａ
　
山
本
商
工
観
光

課
長

例
え
ば
バ
ス
を
１
路
線

増
や
す
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ニ
セ
コ
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
を
開
き
、

合
意
形
成
が
必
要
と
法
律

上
な
っ
て
い
る
。
こ
の
協

議
会
の
構
成
員
に
高
齢
者

団
体
の
代
表
の
方
や
身
体

に
障
害
の
あ
る
方
の
団
体

の
方
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

少
な
く
と
も
ま
ず
そ
こ
で

は
き
っ
ち
り
と
意
見
収
集

は
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
町

民
講
座
な
ど
の
機
会
を
利

用
し
て
、
町
民
の
意
見
収

集
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Ａ
　
片
山
町
長

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
路
線

バ
ス
、
周
遊
バ
ス
の
一
部

運
行
を
含
め
、
基
本
的
に

全
て
網
羅
し
た
い
。
交
通

関
係
の
専
門
家
に
も
入
っ

て
い
た
だ
き
、
新
幹
線
建

設
を
見
据
え
、
倶
知
安
・

比
羅
夫
・
昆
布
温
泉
や
ニ

セ
コ
町
を
結
ぶ
全
体
像
を

広
く
見
渡
し
、
速
や
か
に

行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

対
策
と
、
将
来
の
交
通
全

体
を
見
た
二
次
、
三
次
交

通
対
策
の
２
本
立
て
を
し

っ
か
り
整
理
し
、
議
論
を

積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
篠
原
議
員
　

交
通
弱
者
へ
の
対
応
は

早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

個
別
に
具
体
的
な
意
見
を

聞
き
、
担
当
課
以
外
の
福

祉
や
教
育
な
ど
の
部
署
と

連
携
し
て
進
め
る
考
え
は

あ
る
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い

て
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
例
え
ば
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
増
や
す
か

又
は
別
の
仕
組
み
を
つ
く

る
か
は
、
こ
の
秋
ま
で
に

は
方
向
を
出
し
た
い
。

横
断
的
組
織
と
し
て
の

政
策
会
議
を
通
じ
、
全
員

の
議
論
の
中
で
熟
度
を
上

げ
た
い
。
ま
た
適
宜
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
会

等
も
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

積
極
的
な
意
見
聴
取
に
努
め
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
改
善

は
今
秋
ま
で
に
方
向
性
を
だ
す

地
域
交
通
の
見
直
し
と
早
急
な
交
通
弱
者
対
策
を

ニセコユナイテッドシャトル（冬期周遊バス）
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Ｑ
　
木
下
議
員
　

現
在
、
日
曜
日
や
祝
日

に
子
供
を
預
か
っ
て
も
ら

え
る
場
所
が
な
い
た
め
、

平
日
の
パ
ー
ト
等
で
甘
ん

じ
て
い
る
方
や
就
業
を
諦

め
て
い
る
方
に
と
っ
て
、

﹁
ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
﹂
で
の

学
童
保
育
の
日
曜
・
祝
日

利
用
は
、
正
社
員
等
で
就

業
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
生

ま
れ
る
。
今
回
の
検
討
開

始
に
至
っ
た
そ
の
経
緯
を

伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

学
童
保
育
の
日
曜
・
祝

日
の
開
所
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
２
月
20
日
開
催
さ

れ
た
小
さ
な
子
ど
も
を
持

つ
お
母
さ
ん
方
と
の
﹁
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
﹂、
そ
し

て
２
月
23
日
に
ニ
セ
コ
町

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
﹁
保
護
者
懇
談
会
﹂
に

お
い
て
意
見
と
し
て
出
さ

れ
た
。

現
在
の
﹁
ニ
セ
コ
こ
ど

も
館
﹂
は
、
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
開
館
し
て
お

り
、
長
期
休
暇
や
学
校
の

休
日
、
土
曜
日
は
午
前
７

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
、
11
時
間
の
開
館

時
間
の
中
で
児
童
を
受
け

入
れ
て
い
る
。﹁
ニ
セ
コ
こ

ど
も
館
﹂
の
休
日
利
用
、

も
し
く
は
開
館
に
は
、
指

導
員
や
補
助
員
の
休
日
の

確
保
と
出
勤
シ
フ
ト
の
課

題
、
定
員
に
達
し
て
い
る

現
状
な
ど
、
多
く
の
課
題

を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
休

日
に
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
木
下
議
員

今
、
ニ
セ
コ
へ
の
観
光

客
は
年
々
伸
び
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
観
光
施
設

も
増
加
、
拡
大
し
て
、
夏

冬
問
わ
ず
人
手
不
足
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
週
末

や
祝
日
は
最
も
人
手
を
必

要
と
す
る
。

２
回
行
わ
れ
た
懇
談
会

の
中
で
、
保
護
者
か
ら
意

見
が
出
て
き
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
日
曜
や
祝
日
に

学
童
の
利
用
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
働
き
た

く
て
も
働
け
な
い
、
稼
ぎ

た
く
て
も
稼
げ
な
い
と
、

正
社
員
に
な
る
道
が
閉
ざ

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

自
治
創
生
の
話
の
中
に
、

﹁
稼
ぐ
力
を
強
化
す
る
こ

と
は
地
域
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
﹂
と
あ
っ
た
。
今

回
の
利
用
に
関
し
て
は
、

ぜ
ひ
早
急
に
検
討
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
が
、
こ
の

実
現
に
向
け
て
課
題
や
問

題
点
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

Ａ
　
折
内
保
健
福
祉

課
長

現
在
、
日
曜
、
祝
日
以

外
の
土
曜
日
を
含
め
て
開

館
を
し
て
お
り
、
現
定
員

は
60
名
。
支
援
員
、
補
助

員
は
不
足
し
て
い
た
が
、

４
月
よ
り
新
た
に
採
用
し
、

開
所
し
て
い
る
。

現
場
と
も
話
し
た
が
、

現
状
の
ま
ま
で
日
曜
日
に

開
所
す
る
と
、
休
み
が
無

く
な
る
な
ど
の
諸
問
題
が

生
じ
、
万
全
な
体
制
で
子

ど
も
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
新
た

に
支
援
員
、
補
助
員
等
を

雇
い
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
組
む
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
木
下
議
員

道
内
で
、
学
童
保
育
の

日
曜
・
祝
日
の
利
用
を
行

っ
て
い
る
町
村
を
把
握
し

て
い
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
　
折
内
保
健
福
祉

課
長

手
持
ち
の
資
料
が
な
い

の
で
、
後
日
、
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

現
状
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い

日
曜
・
祝
日
の
﹁
ニ
セ
コ
こ
ど
も
館
﹂
に
お
け
る

学
童
保
育
利
用
の
実
現
を

ニセコこども館にて。皆でおやつをいただきます
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Ｑ
　
木
下
議
員

平
成
29
年
度
、
ニ
セ
コ

町
で
体
制
づ
く
り
を
予
定

し
て
い
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
既
に

全
国
で
１
２
３
件
が
観
光

庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
り

組
む
理
由
は
何
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
に
あ

る
観
光
資
源
に
精
通
し
、

地
域
と
共
同
し
て
観
光
地

域
づ
く
り
を
行
う
法
人
の

こ
と
。
デ
ー
タ
を
用
い
て

観
光
客
の
嗜
好
や
地
域
で

の
経
済
効
果
を
最
大
化
す

る
施
策
を
企
画
し
、
地
域

関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が

ら
観
光
客
を
呼
び
込
も
う

と
い
う
も
の
。

市
場
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
昨
今
、
国
の
大
き

な
政
策
の
柱
で
あ
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ

る
と
、
ニ
セ
コ
が
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
観

光
協
会
は
旧
来
の
観
光
協

会
と
は
違
い
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

大
変
近
い
役
割
を
担
っ
て

き
て
い
た
。
同
観
光
協
会

に
不
足
す
る
機
能
を
補
完

し
、
い
ち
早
く
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が
ニ

セ
コ
町
並
び
に
ニ
セ
コ
エ

リ
ア
の
将
来
に
資
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
木
下
議
員

観
光
圏
で
連
携
し
て
い

る
蘭
越
町
や
倶
知
安
町
と

の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は

な
い
理
由
は
何
か
。

今
回
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
含
め
、

国
の
施
策
に
か
な
り
流
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光

課
長

連
携
し
て
い
る
倶
知
安

町
、
蘭
越
町
、
本
町
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
熟

度
が
異
な
る
。
ニ
セ
コ
リ

ゾ
ー
ト
観
光
協
会
に
は
既

に
ベ
ー
ス
が
で
き
て
い
る

の
で
エ
ン
ト
リ
ー
を
す
る

が
、
今
後
は
各
町
の
動
向

が
進
ん
だ
中
で
、
地
域
連

携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
　
片
山
町
長

国
の
政
策
を
利
用
し
て
、

地
域
の
価
値
を
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

同
観
光
協
会
自
体
は
ま
さ

に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
り
、
一
つ

の
モ
デ
ル
と
し
て
ニ
セ
コ

か
ら
発
信
で
き
れ
ば
い
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
木
下
議
員

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
モ
デ

ル
の
一
つ
と
し
て
先
行
し

て
い
た
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト

観
光
協
会
だ
が
、
全
国
に

Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
多
く
設
立
し
、

ど
ん
ど
ん
追
い
越
さ
れ
て

い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
は
、

観
光
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
挙
げ
て
い
る
。
今
回

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
え

る
人
材
を
確
保
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
募
集
す
る
予
定
か
。

ま
た
、
同
観
光
協
会
の

現
場
責
任
者
で
あ
る
事
務

局
長
が
契
約
年
の
途
中
で

退
社
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
で
本
当
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
を
目
指
せ
る
の
か
。

Ａ
　
前
原
商
工
観
光

課
長

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材

は
専
門
の
知
識
が
必
要
な

の
で
、
そ
う
い
う
知
見
の

あ
る
人
材
を
雇
用
し
て
い

る
企
業
か
ら
派
遣
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
て
い
る
。

事
務
局
長
退
任
に
つ
い

て
は
、
当
初
の
予
定
で
は

３
月
頃
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
が
、
新
任
に
引
き
継
ぎ

を
し
た
後
に
と
い
う
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

観
光
協
会
の
屋
台
骨
が

緩
む
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
、

観
光
協
会
は
前
向
き
な
取

り
組
み
を
進
め
て
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
さ
ら
な
る
進
化
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
　
林
副
町
長

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材

に
つ
い
て
は
現
在
募
集
に

あ
た
っ
て
い
る
。
交
付
税

を
受
け
る
条
件
と
し
て
、

資
本
金
１
億
円
以
上
の
企

業
か
ら
の
派
遣
を
受
け
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。

体
制
を
確
立
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
進
化
し
て
欲
し
い

ニ
セ
コ
の
観
光
協
会
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
目
指
せ
る
の
か

ニセコビュープラザ観光案内所・売店
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Ｑ
　
浜
本
議
員
　

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
が
不
可
欠
だ
が
、
住
民

要
望
の
実
現
化
や
今
後
も
続

く
大
型
工
事
等
を
踏
ま
え
、

今
後
の
財
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
を
伺
う
。

Ａ
　
片
山
町
長

国
と
地
方
の
財
政
は
、
地

方
財
政
制
度
に
よ
り
一
体
的

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
の
一
般
会
計
歳
入
予
算
の

構
成
割
合
で
は
、
地
方
交
付

税
が
約
45
％
を
占
め
て
い
る

が
、
国
の
動
向
に
よ
り
地
方

交
付
税
総
額
が
圧
縮
さ
れ
た

場
合
、
地
方
の
財
政
運
営
は

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
。
過
去
、
小
泉
政
権

下
で
、
地
方
財
政
シ
ョ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
急
激
な
地
方
財

政
の
切
り
詰
め
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
十
数
年
前
の
こ
と
で
、

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

現
在
の
状
況
は
、
当
時
と

比
べ
れ
ば
比
較
的
安
定
し
て

い
る
が
、
国
に
お
い
て
は
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
導
入

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方

分
権
、
地
方
自
治
に
逆
行
す

る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る

な
ど
、
地
方
財
政
の
長
期
的

な
見
通
し
は
極
め
て
困
難
な

状
況
だ
。
近
年
、
基
金
を
積

み
立
て
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
の
も
、
地
方
財
政
の
将

来
見
通
し
が
極
め
て
不
明
確

な
こ
と
に
よ
る
反
動
だ
と
考

え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
各

種
委
員
会
等
に
お
い
て
、
地

方
自
治
体
の
基
金
残
高
の
伸

び
が
地
方
交
付
税
削
減
の
大

き
な
理
由
と
な
り
つ
つ
あ
る

こ
と
も
現
実
だ
。
本
町
に
お

い
て
は
、
目
的
税
や
使
用
料
、

土
地
の
有
効
利
用
な
ど
に
よ

り
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、

よ
り
一
層
行
政
の
効
率
性
を

高
め
る
こ
と
、
財
政
の
自
立

性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。

ま
た
、
維
持
管
理
経
費
に

お
い
て
は
、
適
正
な
維
持
管

理
に
よ
る
公
共
施
設
な
ど
の

予
算
を
計
上
し
、
大
規
模
改

修
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
、
単

に
歳
出
を
切
り
詰
め
る
だ
け

で
は
な
く
、
財
政
バ
ラ
ン
ス

と
緊
急
度
、
国
の
交
付
金
等

の
活
用
等
の
優
先
度
合
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の

地
域
へ
の
必
要
な
投
資
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と

で
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
り
、
地
域
経
済
の
循
環
を

高
め
、
優
良
な
投
資
を
呼
び

込
む
な
ど
、
ニ
セ
コ
町
の
暮

ら
し
や
す
さ
、
ニ
セ
コ
町
の

魅
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て

い
き
た
い
。

な
お
、
20
年
後
、
30
年
後

の
将
来
と
な
る
と
、
よ
り
一

層
、
不
確
定
要
素
が
多
く
な

る
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
国

営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

の
負
担
金
償
還
や
防
災
セ
ン

タ
ー
、
庁
舎
の
建
設
な
ど
、

今
後
の
投
資
的
事
業
の
見
通

し
も
含
め
、
可
能
な
限
り
条

件
を
精
査
し
た
う
え
、
中
長

期
の
財
政
収
支
の
見
通
し
を

絶
え
ず
勘
案
見
通
し
な
が
ら
、

財
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
浜
本
議
員
　

公
債
費
︵
借
金
︶
は
確
実

に
返
済
さ
れ
て
い
る
が
、
基

金
も
減
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
い
く
と
、
何
年
か

後
に
は
基
金
が
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
今
後
、
大
型

事
業
が
い
ろ
い
ろ
入
っ
て
く

る
し
、
突
発
的
な
も
の
︵
イ

ン
フ
ラ
関
係
︶
も
で
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
財

政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
我
々
を
含
む

町
民
に
、
む
こ
う
５
年
間
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

私
が
町
長
に
就
任
し
た
平

成
20
年
末
の
基
金
残
高
は
13

億
６
０
０
０
万
円
で
、
現
在

は
14
億
４
９
０
０
万
円
に
増

加
し
て
い
る
。
今
後
も
一
定

程
度
の
基
金
は
持
ち
つ
つ
有

効
に
活
用
し
な
が
ら
、
費
消

し
な
い
で
積
む
と
い
う
財
政

運
営
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
の
元
利
償
還

金
︵
借
金
返
済
︶
に
つ
い
て

は
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
18
年

度
11
億
４
１
０
０
万
円
か
ら

漸
減
し
て
い
き
、
今
年
度
は

８
億
９
７
０
０
万
円
ま
で
減

っ
て
い
る
。
地
方
債
の
金
額

も
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
今

後
、
庁
舎
建
設
、
防
災
セ
ン

タ
ー
建
設
、
国
営
事
業
の
償

還
金
を
考
え
た
最
高
返
済
額

に
な
る
の
が
平
成
36
年
の
７

億
３
４
０
０
万
円
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
ら
せ

て
い
た
だ
く
が
、
今
よ
り
は

財
政
を
圧
迫
す
る
元
利
償
還

金
の
割
合
は
少
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
数
値
を
出
す
時

の
基
準
と
な
る
標
準
財
政
規

模
は
、
人
口
増
と
税
収
増
に

よ
っ
て
大
き
く
な
る
の
で
、

公
債
費
率
は
今
後
下
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

過
疎
法
の
関
係
も
あ
り
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し
っ

か
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
き

ち
ん
と
公
開
し
、
議
論
の
題

材
を
つ
く
り
た
い
。

行
政
の
効
率
性
と
財
政
の
自
立
性
を
高
め
て
い
く

町
の
財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
は
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Ｑ
　
三
谷
議
員
　

①
ニ
セ
コ
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
現
況
に
つ
い

て
。

②
住
民
税
の
特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
に
個
人
番

号
を
記
載
す
る
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
住
民

税
の
特
別
徴
収
税
額
決
定

通
知
書
と
は
何
か
。
特
別

徴
収
事
業
者
︵
事
業
所
︶

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
対
す

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

は
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い

る
か
。

③
住
民
税
の
特
別
徴
収
税

額
決
定
通
知
書
︵
以
下
通

知
書
と
略
︶
に
個
人
番
号

を
記
載
す
る
こ
と
を
ニ
セ

コ
町
と
し
て
ど
う
考
え
る

か
。

Ａ
　
片
山
町
長
・

芳
賀
税
務
課
長

①
通
知
カ
ー
ド
は
平
成
27

年
10
月
の
制
度
開
始
か
ら

平
成
28
年
12
月
ま
で
に
、

５
３
７
１
人
分
を
世
帯
ご

と
に
２
８
２
１
通
送
付
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

本
年
３
月
８
日
現
在
ま
で

に
３
２
２
枚
を
交
付
し
た
。

②
個
人
町
道
民
税
は
特
別

徴
収
に
よ
る
納
入
が
原
則

で
、
特
別
徴
収
義
務
者

︵
事
業
者
︶
が
給
与
か
ら
預

か
り
納
入
す
る
。
個
人
町

民
税
の
通
知
書
は
、
町
が

事
業
者
に
毎
月
の
納
税
額

等
を
通
知
す
る
文
書
で
、

地
方
税
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。

事
業
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
調
査
は
特
に

行
っ
て
い
な
い
が
、
番
号

法
第
12
条
に
よ
り
、
事
業

者
は
個
人
番
号
の
適
切
な

管
理
の
た
め
に
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
番
号
法
に
違
反

す
る
行
為
等
に
対
し
て
は
、

番
号
法
に
基
づ
く
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
。

③
事
業
者
と
町
と
の
間
で

正
確
な
個
人
番
号
が
共
有

さ
れ
、
個
人
町
道
民
税
の

手
続
き
を
通
じ
、
番
号
法

が
目
的
と
す
る
公
平
、
公

正
な
課
税
や
事
務
の
効
率

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　

こ
の
通
知
書
に
は
事
業

者
用
と
納
税
義
務
者
用
が

あ
り
、
納
税
義
務
書
用
は

本
人
に
直
接
で
な
く
事
業

所
を
経
て
交
付
さ
れ
る
。

今
回
、
総
務
省
が
自
治
体

に
対
し
事
業
所
に
送
る
通

知
書
に
個
人
番
号
を
記
載

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
従
業
員
、
事
業

者
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に

問
題
が
生
じ
る
。
事
業
者

︵
会
社
︶
に
個
人
番
号
の
提

供
を
望
ま
な
い
従
業
員
に

と
っ
て
、
行
政
か
ら
事
業

者
に
従
業
員
の
個
人
番
号

が
入
っ
た
通
知
が
い
く
こ

と
は
、
他
者
が
個
人
番
号

を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

と
に
な
る
。
従
業
員
の
利

益
に
反
し
、
権
利
を
侵
害

す
る
。
事
業
者
の
問
題
は
、

適
切
な
管
理
の
た
め
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
に
は
お

金
が
か
か
り
、
漏
え
い
し

た
場
合
責
任
も
大
き
い
。

自
治
体
の
問
題
は
、
郵
便

事
故
で
個
人
番
号
が
漏
れ

れ
ば
、
従
来
の
漏
え
い
事

故
よ
り
も
深
刻
な
事
故
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
簡
易

書
留
に
す
れ
ば
料
金
が
さ

ら
に
か
か
る
。

ニ
セ
コ
町
は
こ
の
通
知

書
へ
の
個
人
番
号
の
記
載

は
や
め
る
、
あ
る
い
は
注

釈
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
以
下
３
点
、
再
質

問
す
る
。

①
通
知
書
へ
の
個
人
番
号

の
記
載
は
義
務
か
。

②
通
知
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
記
載
し
な
い
自
治
体

に
法
的
罰
則
は
あ
る
か
。

ニ
セ
コ
町
の
特
別
徴
収
事

務
の
処
理
上
、
通
知
書
に

個
人
番
号
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
る
か
。

Ａ
　
芳
賀
税
務
課
長

①
通
知
書
の
様
式
は
、
地

方
税
法
に
規
定
さ
れ
た
記

載
事
項
の
個
人
番
号
欄
の

削
除
、
不
記
載
等
は
認
め

ら
れ
な
い
。

Ａ
　
佐
藤
総
務
課
参
事

②
自
治
体
に
法
的
な
罰
則

規
定
は
な
い
。
た
だ
、
調

書
に
番
号
を
書
か
な
い
で

事
務
を
執
行
し
た
自
治
体

が
あ
っ
た
が
、
総
務
省
、

関
連
省
庁
か
ら
是
正
指
導

が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　
　

ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
第
９
条
に
﹁
町

は
個
人
の
権
利
及
び
利
益

が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
個
人
情
報
の
収
集
、

利
用
、
提
供
、
管
理
等
に

つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知

書
に
個
人
番
号
を
記
載
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

総
務
省
は
全
国
商
工
団

体
連
合
会
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
、
番
号
を
記
載
し
な

い
自
治
体
に
地
方
税
法
上

の
罰
則
規
定
は
な
い
と
明

言
し
て
お
り
、
記
載
し
な

い
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な

い
。
ど
の
程
度
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
が
な
さ
れ
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
事
業
者

法
定
受
託
事
務
は
適
切
に
遂
行
す
る
の
が
自
治
体
の
役
割

住
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
に
個
人
番

号
を
記
載
す
べ
き
で
な
い
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に
送
り
つ
け
る
こ
と
自
体

も
問
題
だ
と
思
う
。

Ａ
　
片
山
町
長
　

国
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

方
式
に
よ
り
自
治
体
が
国

の
基
準
ど
お
り
や
っ
て
い

る
か
、
全
く
違
う
こ
と
を

や
れ
ば
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を

課
す
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も

行
わ
れ
、
実
際
に
交
付
税

上
の
措
置
に
も
な
っ
て
い

る
。
国
あ
っ
て
の
中
で
地

方
自
治
の
規
定
が
あ
り
今

日
ま
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
法
定
受
託
事

務
で
あ
り
、
国
の
方
針
に

の
っ
と
り
、
適
切
に
事
務

を
遂
行
す
る
の
が
自
治
体

の
役
割
で
は
な
い
か
と
認

識
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
ニ
セ
コ
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
第
９
条
に
違

反
す
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
三
谷
議
員
が
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
含
め
危
惧
を

さ
れ
る
こ
と
は
十
分
理
解

す
る
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　

①
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施

す
る
か
否
か
の
判
断
材
料

と
な
る
情
報
を
保
護
者
に

ど
の
よ
う
に
提
供
し
て
い

る
か
。

②
洗
口
の
使
用
薬
剤
オ
ラ

ブ
リ
ス
の
情
報
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長

①
現
在
、
４
歳
児
17
名
、

５
歳
児
５
名
、
合
計
22
名

が
実
施
し
て
い
る
。
毎
年

３
月
の
３
歳
児
ク
ラ
ス
懇

談
会
の
説
明
会
で
、
町
保

健
師
と
幼
児
セ
ン
タ
ー
職

員
が
フ
ッ
化
洗
口
の
効
果
、

使
用
洗
口
液
や
フ
ッ
化
物
、

洗
口
実
施
方
法
等
を
説
明

す
る
。
あ
く
ま
で
任
意
で
、

希
望
に
よ
り
行
う
旨
を
説

明
。

②
オ
ラ
ブ
リ
ス
は
顆
粒
状

で
は
劇
薬
だ
が
、
薄
め
る

こ
と
で
虫
歯
予
防
の
効
果

が
あ
る
。
オ
ラ
ブ
リ
ス
の

説
明
書
を
希
望
者
に
渡
し
、

周
知
・
判
断
を
し
て
も
ら

う
。
今
後
も
安
全
、
安
心

に
十
分
配
慮
し
て
実
施
し

て
い
く
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　

﹁
安
全
、
安
心
に
配
慮

し
て
実
施
す
る
﹂
と
い
う

こ
と
は
安
全
性
を
確
保
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由

が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
理

由
を
説
明
し
て
い
る
か
。

先
程
の
答
弁
の
中
で
そ
れ

が
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
か
。

オ
ラ
ブ
リ
ス
の
説
明
書
は

本
来
全
員
に
配
布
し
、
そ

の
内
容
を
き
ち
ん
と
説
明

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
酒
井
幼
児
セ
ン

タ
ー
長

一
応
、
安
全
で
あ
り
、

飲
ん
で
し
ま
っ
て
も
そ
ん

な
に
害
は
な
い
こ
と
と
、

安
全
の
た
め
必
ず
練
習
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
、

１
か
月
の
予
定
を
２
か
月

練
習
し
、
飲
み
込
ま
な
い

状
況
を
見
て
、
本
実
施
に

移
行
し
た
。

Ａ
　
折
内
保
健
福
祉

課
長

オ
ラ
ブ
リ
ス
の
説
明
書

を
全
員
に
な
ぜ
配
ら
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ク

ラ
ス
懇
談
会
で
フ
ッ
化
物

洗
口
の
仕
方
を
説
明
し
、

顆
粒
の
ま
ま
で
は
劇
薬
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

会
場
に
チ
ラ
シ
等
を
置
き
、

必
要
で
あ
れ
ば
持
っ
て
い

け
る
よ
う
措
置
を
し
て
い

る
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　

オ
ラ
ブ
リ
ス
の
説
明
書

に
﹁
飲
み
込
ん
だ
ら
い
け

な
い
﹂
と
あ
り
、
そ
れ
が

安
全
性
の
問
題
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
説
明
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、

説
明
書
は
全
員
に
配
り
、

説
明
す
べ
き
だ
。﹁
飲
ん
で

し
ま
っ
て
も
害
は
な
い
﹂

は
、
も
う
少
し
認
識
と
勉

強
を
新
た
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
　
酒
井
幼
児
セ
ン

タ
ー
長

誤
飲
し
て
も
大
丈
夫
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
フ

ご
指
摘
を
十
分
に
受
け
な
が
ら
、
保
護
者
へ
の
説
明
を

一
層
丁
寧
に
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い

﹁
飲
ん
だ
ら
い
け
な
い
﹂
を
保
護
者
に
説
明
し
て
い
る
か
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ッ
化
洗
口
後
の
口
の
中
に

残
っ
た
フ
ッ
化
物
の
量
は
、

普
通
に
お
茶
を
２
杯
ぐ
ら

い
飲
ん
だ
と
き
に
残
る
フ

ッ
化
物
の
残
量
と
変
わ
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

Ａ
　
菊
地
教
育
長
　

三
谷
議
員
の
ご
指
摘
を

十
分
に
受
け
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も

た
ち
の
水
う
が
い
の
練
習

の
様
子
を
見
て
、
本
実
施

の
開
始
日
を
判
断
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
徹
底
す

る
。
ま
た
、
オ
ラ
ブ
リ
ス

に
関
す
る
保
護
者
へ
の
説

明
は
、
今
後
一
層
丁
寧
に

説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
三
谷
議
員

誤
っ
て
飲
用
し
た
場
合
、

急
性
中
毒
を
起
こ
す
場
合

が
あ
る
と
使
用
上
の
注
意

に
あ
る
。﹁
お
茶
の
濃
度
と

同
じ
﹂
は
問
題
で
あ
り
、

安
全
を
強
調
し
す
ぎ
だ
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　

﹁
ニ
セ
コ
町
議
会
だ
よ

り
﹂
の
﹁
行
政
報
告
か
ら
﹂

に
お
い
て
、
１
５
９
号
で

は
字
羊
蹄
の
町
有
地
に
お

け
る
立
木
盗
伐
の
記
事
、

１
６
８
号
に
は
競
争
入
札

参
加
資
格
者
指
名
停
止
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ

の
２
件
は
議
会
に
お
い
て

行
政
報
告
と
し
て
報
告
さ

れ
た
も
の
だ
。
町
民
に
向

け
て
こ
れ
ら
を
情
報
提
供

し
て
い
る
か
。

Ａ
　
片
山
町
長

町
有
地
で
の
立
木
伐
採

は
、
平
成
26
年
９
月
定
例

会
で
の
行
政
報
告
に
お
い

て
事
案
の
発
生
の
報
告
を

し
、
そ
の
後
の
経
過
も
適

宜
、
町
議
会
へ
行
政
報
告

し
て
き
た
。
町
議
会
へ
の

行
政
報
告
を
も
っ
て
本
件

は
情
報
公
開
し
た
も
の
と

理
解
を
し
て
い
る
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
議

会
の
広
報
紙
・
ニ
セ
コ
町

議
会
だ
よ
り
の
﹁
行
政
報

告
か
ら
﹂
と
い
う
ペ
ー
ジ

で
情
報
提
供
さ
れ
て
き
た

が
、
町
の
広
報
媒
体
等
で

は
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
提

供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
。
議
会
で
行
政

報
告
さ
れ
た
情
報
で
、
町

民
に
と
っ
て
重
要
な
問
題

は
、
広
報
ニ
セ
コ
な
ど
の

町
の
広
報
媒
体
で
町
民
に

対
し
情
報
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
今
回
の
２
件

は
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

Ａ
　
片
山
町
長

広
報
ニ
セ
コ
の
紙
面
は

多
く
な
く
、
内
容
選
択
す

る
中
で
、
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
さ
れ
た
場
合
は
相
当

落
と
し
て
い
る
の
は
事
実

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
別
な
情
報

だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
出
す

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

広
報
紙
自
体
も
考
え
方
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
言

っ
て
い
る
意
味
は
よ
く
わ

か
り
、
検
討
し
た
い
。

Ａ
　
林
副
町
長

ラ
ジ
オ
ニ
セ
コ
は
こ
れ

ま
で
定
例
会
の
一
般
質
問

を
放
送
し
て
き
た
が
、
今

回
定
例
会
の
行
政
報
告
と

執
行
方
針
も
放
送
し
た
。

今
後
も
放
送
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
三
谷
議
員
　
　
　

行
政
報
告
の
ラ
ジ
オ
放

送
は
評
価
し
た
い
。
内
容

選
択
す
る
と
い
う
が
、
重

要
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、

あ
え
て
避
け
て
い
る
と
思

え
て
し
ま
う
。
そ
こ
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

活
字
で
の
情
報
提
供
が
大

事
だ
と
思
う
。

Ａ
　
黒
瀧
建
設
課
長

今
回
の
指
名
停
止
を
公

表
し
な
い
の
は
、
競
争
入

札
指
名
停
止
事
務
処
理
要

綱
で
指
名
停
止
を
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い

か
ら
。
今
後
、
指
名
停
止

関
係
の
事
案
は
、
指
名
選

考
委
員
会
で
要
綱
等
の
改

正
も
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ａ
　
片
山
町
長

広
報
紙
で
何
を
知
ら
せ

る
か
は
見
方
に
よ
っ
て
相

当
変
わ
っ
て
く
る
。
今
回

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
す

事
案
で
、
知
ら
せ
る
に
当

た
っ
て
は
相
当
慎
重
に
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
さ
な
町
な
の
で
、
そ
れ

に
よ
り
普
段
の
住
民
生
活

に
多
少
な
り
と
も
影
響
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
権

を
守
る
視
点
で
あ
え
て
公

開
し
な
い
ほ
う
が
い
い
場

合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
慎
重
に
検
討
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

内
容
に
よ
り
慎
重
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
た
い

行
政
報
告
の
内
容
を
町
の
広
報
媒
体
で
知
ら
せ
る

べ
き
で
は
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第1回　定例会審議結果 平成29年3月7日から3月16日

議　案 件　　　　　　　名 結　果 賛　否

承 認 第 1 号

議 案 第 1 号

議 案 第 2 号

議 案 第 3 号

議 案 第 4 号

議 案 第 5 号

議 案 第 6 号

議 案 第 7 号

議 案 第 8 号

議 案 第 9 号

議案第 1 0 号

議案第 1 1 号

議案第 1 2 号

議案第 1 3 号

議案第 1 4 号

議案第 1 5 号

議案第 1 6 号

議案第 1 7 号

議案第 1 8 号

議案第 1 9 号

発 議 第 1 号

意見案第1号

専決処分した事件の承認について
（平成28年度ニセコ町一般会計補正予算）

監査委員の選任について
・小松弘幸氏を監査委員に選任することに同意

請負契約の締結について
（平成28年度ニセコ町簡易水道配水管移設工事（市街地区）その2）

後志広域連合規約の一部を変更することの協議について
・後志広域連合で行う、広域化の調査研究に関する事務の見直し

指定管理者の指定について（ニセコ駅前温泉「綺羅乃湯」）
・株式会社キラットニセコを指定管理者として平成32年3月31日
まで指定

指定管理者の指定について（ニセコ町学習交流センター）
・特定非営利活動法人あそぶっくの会を指定管理者として平成32
年3月31日まで指定

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
・育児休業等の対象となる子の範囲の見直しや介護時間制度の創設
など

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
・育児休業等の対象となる子の範囲の見直しや介護時間制度の創設
など

非常勤の特別職の職員に対する報酬及び費用弁償支給条例の一部を
改正する条例
・地域おこし協力隊、集落支援員の報酬の引き上げ

町税条例の一部を改正する条例
・消費税の軽減税率制度の導入時期の延期に伴う所要の改正

ニセコ町手数料徴収に関する条例の一部を改正する条例
・農業委員会が行う各種証明や事務に必要な手数料の見直しによる
引上げ

ニセコ町水道審議会設置条例
・将来の上下水道使用料及び水道事業運営形態等に関する事項を審
議するために必要な審議会を設置

平成28年度ニセコ町一般会計補正予算（24ｐ参照）

平成28年度ニセコ町国民健康保険事業特別会計補正予算

平成29年度ニセコ町一般会計予算

平成29年度ニセコ町国民健康保険事業特別会計予算

平成29年度ニセコ町後期高齢者医療特別会計予算

平成29年度ニセコ町簡易水道事業特別会計予算

平成29年度ニセコ町公共下水道事業特別会計予算

平成29年度ニセコ町農業集落排水事業特別会計予算

「共謀罪（テロ等組織犯罪準備罪）」法案の国会提出に反対する意見
書案（25ｐ参照）

北海道横断自動車道（黒松内・小樽間）の効率的・効果的な整備促
進を求める意見書（25ｐ参照）

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛成8/反対1

賛 成 多 数

全 会 一 致

全 会 一 致

全 会 一 致

全 会 一 致

全 会 一 致

全 会 一 致

賛成2/反対7

賛成9/反対0

承 認 可 決

同 意 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 否 決

原 案 可 決
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第2回　臨時会審議結果 平成29年5月12日

補正予算結果（第1回・第2回）

報 告 第 1 号

報 告 第 2 号

承 認 第 1 号

承 認 第 2 号

承 認 第 3 号

議 案 第 1 号

議 案 第 2 号

議 案 第 3 号

専決処分した事件の報告について
（和解及び損害賠償の額の決定について）

専決処分した事件の報告について
（和解及び損害賠償の額の決定について）

専決処分した事件の承認について
（平成29年度ニセコ町一般会計補正予算）

専決処分した事件の承認について
（ニセコ町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負
担額に関する条例の一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について
（ニセコ町幼児センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の一部を改正する条例）

町税条例等の一部を改正する条例

ニセコ町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

平成29年度ニセコ町一般会計補正予算（24ｐ参照）

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

賛 成 多 数

報 告 受 理

報 告 受 理

承 認 可 決

承 認 可 決

承 認 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

原 案 可 決

議　案 件　　　　　　　名 結　果 賛　否

近藤小学校校舎改修工事費ほかを計上
第1回　定例会

第1回定例会で、介護給付費等給付費や近藤小学校校舎改修工事費など、一般会計ほか1会計で、
専決処分した分も合わせて合計6.810万5千円の増額補正を可決しました。

平成28年度　ニセコ町一般会計補正予算･････････････････････････････原案可決
予算現額に6.190万2千円を増額し、予算総額46億6.312万5千円となりました。
・歳入　地方消費税交付金 483万1千円増額

分担金及び負担金（休日保育料） 1万1千円増額
使用料及び手数料（ごみ処理手数料） 243万2千円増
国庫支出金（地方創生推進交付金の減額、学校施設環境改善交付金ほか） 11万円増額
道支出金（公的精神科病院等運営費補助金ほか） 565万6千円増額
寄付金（ふるさとづくり寄付金） 305万5千円増額
繰入金（財政調整基金繰入金） 9.500万円減額
繰越金（前年度繰越金） 2.429万5千円増額
諸収入（健診事業受託収入） 67万9千円増額
町債（学校教育債ほか） 1億1.583万3千円増額

・歳出　総務費（庁舎建設基金積立金ほか） 3.260万7千円増額
民生費（国民健康保険事業特別会計繰出金の減額ほか） 2.035万7千円減額
衛生費（火葬場機能向上改修工事費の減額、ごみ処理業務委託料ほか） 86万9千円減額
農林水産業費（青年就農給付金、堆肥センター修繕料ほか） 196万5千円増額
商工費（にぎわいづくり起業者等サポート事業補助金） 500万円減額
土木費（道路関係施設工事請負費ほか） 3.168万円減額
教育費（近藤小学校校舎改修工事費ほか） 8.630万4千円増額

平成28年度　国民健康保険事業特別会計補正予算･････････････････････原案可決
予算現額に620万3千円を増額し、予算総額2億6.857万9千円となりました。
・歳入　繰入金（一般会計繰入金ほか） 3.446万1千円減額

諸収入（後志広域連合過年度精算還付金） 3.972万6千円増額
国庫補助金（国民健康保険制度関係事業準備事業補助金） 93万8千円増額

・歳出　総務費（広域連合負担金ほか） 620万3千円増額
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ち
が
入
学
す
る
と
き
に
４

教
室
を
確
保
し
た
く
て
、

こ
の
よ
う
に
設
計
し
た
こ

と
を
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

討
論

反
対
意
見

斉
藤
う
め
子
議
員
　
近
藤

小
学
校
は
児
童
数
20
人
で

設
計
さ
れ
た
学
校
と
聞
い

て
い
る
。
新
１
年
生
の
入

学
見
込
み
数
か
ら
４
教
室

が
必
要
と
い
う
が
、
今
後

の
児
童
数
の
推
移
が
ど
う

な
る
の
か
、
も
っ
と
時
間

を
か
け
て
検
討
し
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
た
ち
に
も
我

慢
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
予
算
を
ほ
か

の
子
育
て
支
援
に
向
け
ら

れ
な
い
か
と
考
え
、
補
正

予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
意
見

竹
内
正
貴
議
員
　
平
成
30

年
度
か
ら
の
新
入
学
児
童

が
９
名
の
見
込
み
か
ら
、

○
第
１
回
　
定
例
会

近
藤
小
学
校
の
校
舎

改
修
工
事
は
必
要
か

斉
藤
う
め
子
議
員

新
入

学
児
童
数
が
増
え
な
け
れ

ば
、
校
舎
の
改
修
は
必
要

な
か
っ
た
の
か
。
学
校
の

将
来
を
考
え
る
と
、
教
室

を
増
や
さ
な
い
な
ど
、
工

事
費
を
も
っ
と
節
約
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

加
藤
学
校
教
育
課
長
　
教

育
委
員
会
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
老
朽
改
修
を
検

討
し
て
き
た
。
平
成
26
年

度
に
な
り
、
平
成
30
年
度

の
新
入
学
児
童
数
の
見
込

み
か
ら
、
教
室
を
一
つ
増

や
す
必
要
が
あ
る
と
分
か

っ
た
。
複
数
の
案
を
比
較

し
、
内
部
改
修
が
よ
い
と

判
断
し
た
。
ま
た
、
国
の

交
付
金
対
象
工
事
を
大
き

く
し
た
い
こ
と
な
ど
を
検

討
し
た
。

菊
地
教
育
長
　
子
ど
も
た

普
通
教
室
を
１
ク
ラ
ス
増

や
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た

築
24
年
を
経
て
傷
み
が
か

な
り
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
29
年
度
に
工
事
を
行

う
べ
く
検
討
し
、
設
計
も

行
っ
て
き
た
。
国
の
補
正

予
算
で
平
成
28
年
度
事
業

の
内
示
が
あ
り
、
教
育
委

員
会
で
も
十
分
検
討
し
て

補
正
事
業
と
決
め
た
も
の

と
思
う
。
よ
っ
て
近
藤
小

学
校
改
修
工
事
費
を
含
む

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
に
賛
成
す
る
。
予
算
執

行
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後

と
も
効
果
的
な
執
行
を
行

っ
て
ほ
し
い
。

○
第
２
回
　
臨
時
会

地
域
公
共
交
通
最
適

化
検
討
業
務
の
昨
年

度
の
成
果
と
今
後
の

取
り
組
み
は

篠
原
正
男
議
員
　
昨
年
度

か
ら
３
年
間
の
継
続
事
業

だ
が
、
成
果
は
町
民
に
ど

の
よ
う
に
公
表
す
る
の
か
。

今
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
と
い
う
が
、
聞
き

取
り
な
ど
も
入
れ
て
、
し

っ
か
り
し
た
調
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

山
本
企
画
環
境
課
長
　
こ

の
３
月
末
に
28
年
度
の
事

業
が
完
了
し
た
。
今
後
、

町
民
講
座
等
で
公
表
し
て

い
く
。
29
年
度
は
こ
の
成

果
を
踏
ま
え
、
デ
マ
ン
ド

バ
ス
を
含
め
て
、
ど
の
部

分
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
く
か
、
相
当
数
の
利

用
者
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調

査
も
行
い
な
が
ら
さ
ら
に

調
査
検
討
し
て
行
く
。

青
羽
雄
士
議
員
　
３
年
間

の
事
業
で
あ
る
が
、
今
後

は
何
を
め
ざ
す
の
か
。

山
本
企
画
環
境
課
長
　
３

年
で
総
額
１
９
０
０
万
円

の
予
算
を
見
込
ん
で
い
る
。

29
年
度
後
半
に
は
実
証
実

験
を
行
い
た
い
が
、
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
に
よ

っ
て
は
30
年
度
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
る
か
も
。
運

行
方
式
も
い
ろ
い
ろ
検
討

し
て
い
く
。

片
山
町
長
　
今
あ
る
課
題

の
分
析
が
で
き
た
の
で
、

熟
度
を
あ
げ
て
検
討
す
る
。

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

そ
の
補
正
予
算
に
質
問
！

第
一
回

定
例
会

第
二
回

定
例
会

第2回　臨時会

第2回臨時会で、地域公共交通最適化検討業務委託など、一般会計で、専決処分した分も合わせて
合計2,539万8千円の増額補正を可決しました。

平成29年度　ニセコ町一般会計補正予算･････････････････････････････原案可決
予算現額に2,539万8千円を増額し、予算総額43億3,539万8千円となりました。
・歳入　国庫支出金（地方創生推進交付金） 242万円増額

道支出金（地域づくり総合交付金） 300万円増額
繰越金（前年度繰越金） 1,651万円増額
諸収入（コミュニティ助成事業補助金ほか） 346万8千円増額　　

・歳出　総務費（企業誘致セミナー経費ほか） 2,391万9千円増額
民生費（ニセコハイツ施設修繕工事費補助） 121万9千円増額
教育費（定時制高等学校一般備品） 26万円増額

ローカルスマート交通最適化調査経費ほかを計上
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「
共
謀
罪
（
テ
ロ
等

組
織
犯
罪
準
備
罪
）」

法
案
の
国
会
提
出
に

反
対
す
る
意
見
書
案

こ
の
意
見
書
案
は
発
議
第

１
号
と
し
て
、
三
谷
典
久
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

内
容
は
、﹁
テ
ロ
等
組
織
犯

罪
準
備
罪
﹂
を
新
設
す
る
組

織
犯
罪
処
罰
法
改
正
法
案
の

国
会
提
出
に
反
対
す
る
も
の
。

■
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、

賛
成
２
反
対
７
で
否
決
さ

れ
た
。

反
対
討
論

浜
本
和
彦
議
員

今
国
会
で
、﹁
テ
ロ
等
組
織

犯
罪
準
備
罪
﹂
を
新
設
す
る

組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
が

与
党
内
部
で
検
討
さ
れ
て
い

る
と
、
各
種
報
道
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
報

道
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
内
容

が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
る
と

と
も
に
、
法
案
の
不
確
実
な

点
の
修
正
も
協
議
さ
れ
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
す
。

政
府
は
、
こ
の
法
案
の
提

案
理
由
と
し
て
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
、
テ
ロ
防
止
の
国
際

条
約
批
准
に
向
け
、
こ
う
し

た
法
律
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
み
な
さ
ん
に
、
安

心
安
全
な
国
と
し
て
認
識
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
、

日
本
に
来
て
い
た
だ
く
要
件

の
一
つ
と
し
て
、
備
え
る
べ

き
法
律
の
改
正
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
意
見
書

の
提
出
に
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論

斉
藤
う
め
子
議
員

政
府
が
提
出
し
よ
う
と
し

て
い
る
﹁
共
謀
罪
﹂
法
案
は
、

１
９
４
２
年
12
月
札
幌
地
方

裁
判
所
で
軍
機
保
護
法
違
反

の
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
、

投
獄
さ
れ
て
犠
牲
と
な
っ
た

宮
澤
弘
幸
さ
ん
の
事
件
﹁
宮

澤
、
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪

事
件
﹂
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま

す
。
い
ま
、
特
定
秘
密
保
護

法
が
で
き
、
政
府
は
さ
ら
に

﹁
共
謀
罪
﹂
を
つ
く
っ
て
市
民

へ
の
監
視
を
強
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

世
界
中
で
テ
ロ
に
よ
る
犯

罪
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
事

実
が
あ
り
対
策
は
必
要
で
す

が
、
こ
れ
を
口
実
と
す
る﹁
共

謀
罪
﹂
法
案
に
よ
っ
て
普
通

の
人
が
行
う
犯
罪
と
は
無
関

係
な
行
為
ま
で
監
視
さ
れ
処

罰
の
対
象
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

憲
法
に
規
定
す
る
﹁
思
想

の
自
由
﹂
や
﹁
言
論
の
自
由
﹂

の
た
め
こ
の
意
見
書
案
に
賛

成
し
ま
す
。

三
谷
典
久
議
員

現
在
の
社
会
は
格
差
が
広

が
り
、
弱
者
が
犠
牲
に
さ
れ

る
弱
肉
強
食
の
社
会
で
す
。

そ
の
根
本
に
あ
る
政
治
は
、

最
低
限
の
倫
理
観
が
欠
如
し

た
嘘
と
ご
ま
か
し
の
国
会
答

弁
で
、
民
主
主
義
の
基
本
で

あ
る
議
論
が
成
立
し
て
い
ま

せ
ん
。
物
事
の
本
質
を
見
抜

く
目
を
持
ち
、
社
会
の
仕
組

み
の
間
違
い
を
見
抜
き
、
政

治
家
の
言
葉
の
う
そ
を
見
破

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
共
謀
罪
法
案
に
は
数
多

く
の
嘘
と
ご
ま
か
し
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
法
案
の
本
質
は

﹁
内
心
を
罰
す
る
こ
と
﹂
に
あ

り
、
警
察
当
局
が
市
民
を
常

に
監
視
し
続
け
る
社
会
を
作

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

法
案
の
危
険
性
は
、
ど
の
よ

う
な
政
治
的
立
場
に
立
つ
人

で
あ
っ
て
も
警
戒
す
べ
き
問

題
で
あ
り
、
こ
の
意
見
書
に

反
対
す
る
こ
と
は
、
こ
の
法

案
を
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、

自
ら
の
首
を
絞
め
る
こ
と
で

す
。

北
海
道
横
断
自
動
車

道
（
黒
松
内
・
小
樽

間
）
の
効
率
的
・
効

果
的
な
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書

意
見
書
案
第
１
号
と
し
て
、

青
羽
雄
士
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
。

内
容
は
、
北
海
道
横
断
自

動
車
道
黒
松
内
・
小
樽
間
建

設
促
進
に
関
し
て
、
期
成
会

と
し
て
の
要
望
を
続
け
る
と

と
も
に
、
地
元
と
し
て
さ
ら

な
る
事
業
の
進
展
を
求
め
る

た
め
、
次
の
点
を
要
望
す
る
。

１

事
業
着
手
し
て
い
る

﹁
余
市
〜
小
樽
間
﹂
の
早
期

開
通
と
小
樽
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
で
の
整
備
な
ど
当
初

計
画
ど
お
り
の
整
備
実
現

２

倶
知
安
共
和
間
︵
倶
知

安
〜
共
和
︶
の
早
期
着
工

３

﹁
黒
松
内
〜
倶
知
安
間
﹂

の
調
査
促
進

■
本
会
議
で
審
議
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

提
案
・
意
見
書
に
対
す
る
審
議
・
討
論

｢共謀罪(テロ等組織犯罪準備罪)｣法案の国会提出に反対する意見書(案)

かつて国民の強い批判で､3度も廃案になった｢共謀罪｣法案を､政府は､3月上旬にも国会提出する
構えです｡国民の批判にあい､当初対象としていた676の犯罪から､犯罪計画が存在し得ない業務上
過失致死罪や選挙法違反などを外す方向ですが､国民の思想・信条や言論・表現の自由が､大きく
脅かされる危険性はなんら変わりません｡
犯罪行為は､｢実行された時のみ処罰される｣というのが､近代の刑罰の基本です｡ところが｢共謀

罪｣が成立すれば､犯罪を実行していなくても｢計画した｣とか｢相談した｣だけで罰せられるおそれが
あります｡
しかも､法務省は2月16日､｢目的が犯罪を実行する団体に一変したと認められる場合には､組織犯

罪集団に変わり得る｣との見解を示しました｡これまでの｢(組織的犯罪集団は)犯罪を実行すること
を目的とした団体に限られる｣(法務省)との立場を変え､犯罪とは関係のない集団についても､会話
や電話､メールでのやり取りの内容を捜査して､｢犯罪集団｣に一変していると捜査当局が判断すれ
ば処罰の対象にされてしまいます｡捜査機関の恣意的判断で､一般市民も共謀罪の対象となること
が明らかになりました｡
昨年5月に｢通信傍受法｣(盗聴法)が改正され､薬物や銃器犯罪､集団密航､組織的殺人､薬物に限定し

ていた犯罪対象を､窃盗､詐欺といった一般犯罪にまで拡大しました｡｢共謀罪｣で盗聴を利用するこ
とについて､政府は｢検討すべき課題｣とまで答弁しています｡
日本は､テロ対策の国際条約をすでに13も結んでいて､テロ対策の法律もあり､対策はできてい

ます｡政府は当初｢国際組織犯罪防止条約(ＴＯＣ条約)批准のため必要｣としていましたが､この条約
は｢マフィアなどによる経済犯罪を主眼｣としており､何らテロ防止とは関係なく､この｢共謀罪｣法は
必要ないことが国会論戦で明らかにされています｡
多くの国民とともに､全国の弁護士会や､大学教授ら刑事法研究者､新聞各社社説が反対を表明し

ています｡政府においては､国民の基本的人権､｢内心の自由｣を脅かす｢共謀罪｣の国会提出をおこな
わないように求めるものです｡
以上､地方自治法第99条の規定により意見書を提出します
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２
月６

日
　
空
蝉
会
新
年
会︵

副
議
長
出
席
︶

10
日
　
全
町
児
童
生
徒
ス
キ
ー
大
会

︵
議
長
挨
拶
︶

13
日
　
議
員
協
議
会

羊
蹄
山
麓
正
副
議
長
会
・
町

村
長
会
合
同
研
修
、
懇
談
会

︵
倶
知
安
町
　
正
副
議
長
参

加
︶

16
日
　
後
志
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
、
研
修
会

︵
札
幌
市
　
議
長
出
席
︶

21
日
　
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

︵
倶
知
安
町
　
議
長
出
席
︶

27
日
　
広
域
連
合
定
例
会

︵
倶
知
安
町
　
議
長
出
席
︶

28
日
　
議
会
運
営
委
員
会

議
員
協
議
会

３
月１

日
　
ニ
セ
コ
高
校
卒
業
証
書
授
与

式

︵
議
長
祝
辞
︶

２
日
　
ニ
セ
コ
町
功
労
者
懇
談
会

︵
正
副
議
長
出
席
︶

７
日
　
第
１
回
定
例
会
︵
〜
16
日
︶

議
員
協
議
会

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

９
日
　
議
員
協
議
会

寿
大
学
閉
講
式
︵
議
長
挨
拶
︶

13
、
14
日
　
予
算
特
別
委
員
会

15
日
　
ニ
セ
コ
中
学
校
卒
業
式

︵
副
議
長
出
席
︶

21
日
　
近
藤
小
学
校
卒
業
式

(

議
長
出
席)

ニ
セ
コ
高
等
学
校
教
育
振
興

会
役
員
総
会

︵
議
長
出
席
︶

22
日
　
ニ
セ
コ
小
学
校
卒
業
式

︵
副
議
長
出
席
︶

24
日
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
卒
園
式

︵
議
長
出
席
︶

27
日
　
ニ
セ
コ
町
農
業
推
進
会
議

︵
議
長
出
席
︶

４
月３

日
　
幼
児
セ
ン
タ
ー
入
園
式

︵
議
長
出
席
︶

４
日
　
北
海
道
横
断
自
動
車
道
黒
松

内
小
樽
間
建
設
促
進
期
成
会
、

小
樽
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
フ

ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
化
緊
急

要
望
︵
小
樽
市
・
札
幌
市
　

議
長
出
席
︶

12
〜
13
日
　
同
緊
急
要
望

︵
東
京
都
　
議
長
出
席
︶

６
日
　
ニ
セ
コ
小
学
校
入
学
式

ニ
セ
コ
中
学
校
入
学
式

︵
議
長
出
席
︶

近
藤
小
学
校
入
学
式

︵
副
議
長
出
席
︶

７
日
　
議
員
協
議
会

ニ
セ
コ
町
農
民
同
盟
定
期
総

会

︵
議
長
祝
辞
︶

11
日
　
ニ
セ
コ
高
校
入
学
式
、
振
興

会
入
会
式

︵
議
長
祝
辞)

13
日
　
国
営
農
地
再
編
成
期
成
会
総

会

︵
副
議
長
祝
辞
︶

16
日
　
自
衛
隊
北
部
方
面
移
動
監
視

隊
歓
迎
記
念
行
事

︵
倶
知
安
町
　
議
長
出
席
︶

19
日
　
議
員
協
議
会

寿
大
学
開
講
式︵

副
議
長
祝
辞
︶

20
日
　
よ
う
て
い
農
業
協
同
組
合
設

立
20
周
年
記
念
式
典
・
通
常

総
代
会

︵
倶
知
安
町
　
議
長
出
席
︶

５
月９

日
　
後
志
総
合
開
発
期
成
会
理
事

会
・
定
期
総
会

︵
倶
知
安
町
　
議
長
出
席
︶

10
日
　
議
員
協
議
会

11
日
　
後
志
町
村
議
会
女
性
議
員
協

議
会
研
修
会

︵
議
長
挨
拶
︶

12
日
　
第
２
回
臨
時
会

議
会
運
営
委
員
会

14
日
　
東
京
ニ
セ
コ
会

︵
東
京
都
　
青
羽
議
員
出
席
︶

15
日
　
ニ
セ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
、
ヒ
ノ
デ

ヒ
ル
起
工
式

︵
議
長
出
席
︶

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委

員

長

三
谷
　
典
久

副
委
員
長

斉
藤
う
め
子

委
　
　
員

篠
原
　
正
男

委
　
　
員

木
下
　
裕
三

この議会広報は自然に優しいソイインクと
再生紙を使用しています

今
シ
ー
ズ
ン
の
降
雪
量
は
本
当
に
少

な
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
ま
ま
で
冬
は

終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
い
つ

ド
カ
雪
が
降
る
か
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

し
た
が
、
結
局
さ
ほ
ど
降
ら
ず
に
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

生
活
す
る
に
は
本
当
に
楽
な
冬
で
し

た
が
、
リ
ゾ
ー
ト
地
ニ
セ
コ
と
し
て
は
、

や
は
り
お
客
様
が
期
待
す
る
よ
う
な
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
も
っ
と
降
っ
て
欲
し

か
っ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
立
場
が
変
わ
る
と
そ

の
価
値
観
が
１
８
０
度
変
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
近
年
、
ニ

セ
コ
の
急
激
な
リ
ゾ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
、

様
々
な
場
面
で
住
民
と
観
光
客
の
間
に

同
様
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
も
「
住
ん
で
よ
し
訪
れ
て
よ
し
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

議
会
だ
よ
り
１
６
９
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
本
号
で

は
第
１
回
定
例

会
（
３
月
）、

第
２
回
臨
時
会

（
５
月
）を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）

編

集

後

記

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

議
　
会
　
日
　
誌

６
月
に
定
例
会
を
開
会
し
ま
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

行
政
報
告
と
一
般
質
問
は
、
ラ

ジ
オ
ニ
セ
コ
に
て
録
音
放
送
で
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
程
等
は

ニ
セ
コ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
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